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予算決算審査委員会記録 

 

招 集 日 時 令和5年10月31日（火） 午前9時30分 

開議・閉議 午前9時29分 開会  ～ 午後4時22分 閉会 

場所・形態 委員会室 閉会中の開催 

出 席 委 員 委員長 森本洋子 副委員長 草加忠弘 

 委員 中西裕康  土器 豊 

  尾川直行  立川 茂 

  西上徳一  石原和人 

  山本 成  青山孝樹 

  藪内 靖  松本 仁 

  内田敏憲  奥道光人 

  丸山昭則   

欠席・遅参・
早退委員 

 なし   

列 席者等 議長 守井秀龍   

説 明 員 日本遺産・観光部長 大岩伸喜 観光振興課長 杉山麻里 

 備前焼振興課長 芳田 猛 日本遺産課長 草加浩一 

 文化事業推進課長 片岡英史   

 文化スポーツ部長 森  優 
スポーツ振興課長 
兼地域教育課長 

山本敏博 

 文化振興課長 岡田真理   

 産業部長 淵本安志 農政水産課長 岡村 巧 

 産業振興課長 坂本 寛 土地住宅政策課長 岡村 悟 

 都市整備部長 河井健治 都市整備部次長 瀬口俊明 

 都市計画課長 井上哲夫 市街地活性化政策課長 祇園進太郎 

 建設課長 藤森勝一 上下水道課長 池本吉弘 

 総括総合支所長 杉田和也 三石総合支所長 瀬尾茂樹 

 日生総合支所長 竹林秀高 吉永総合支所長 小川勝巳 

 総務課長 青木克行   

傍 聴 者 報道・一般傍聴 なし   

審 査記録 次のとおり    
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              午前９時２９分 開会 

○森本委員長 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの御出席は１５名です。定足数に達しておりますので、これより予算決算審査委員会

を開会します。 

 本日の審査の前に、昨日の審査において、青木総務課長より説明があります。 

○青木総務課長 昨日の総務産業委員会で石原委員の御質問で、任期つきの職員の人数というこ

とでしたけども、一般管理費のほうでは３人と３か月、それから事務局費で２人と９か月という

ことでありました。 

○石原委員 延べでいきますと、総務関係で令和４年度は６名おられて。 

○青木総務課長 はい、６人となります。 

○石原委員 教育委員会関係は、昨日もお話ししましたけれども、教育庁全体で令和４年度３名

おられましたということで、じゃあ備前市全体で言えば、任期付職員の方は令和４年度は延べで

９名。 

○青木総務課長 備前市全体で６人になります。 

○石原委員 事務局費と言われたのがさっきの、それが教育委員会で全部で６名ですか。はい。 

○森本委員長 それでは、本日は、議案第８５号令和４年度備前市一般会計歳入歳出決算の認定

について、産業関係の審査を行います。本日の審査範囲においても、機構改革や事業の所管替え

等により、令和４年に予算を計上した課と決算時の課に相違がある場合がございます。事務局に

おいても、正確に把握できておりませんので、必ず聞きたい項目がある場合は、審査が違ってい

ても構いませんので一度御発言をいただきますようお願い申し上げます。 

 また、本日は前半を日本遺産・観光部、文化スポーツ部、後半を産業部、都市整備部、各総合

支所としておりますことから、各会において質疑漏れがないようにお願い申し上げます。 

 座席表をお配りしております。所管別分類表も確認して質問のほうをよろしくお願い申し上げ

ます。 

 それでは、議案第８５号の審査に入ります。 

 まずは、歳入から行いたいと思います。 

 所管別分類表は９ページをお開きください。 

 決算書は２４ページをお開きください。 

 範囲は、２４ページ、１５款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料から、２９ペー

ジ、１５款使用料及び手数料、１項使用料、９目教育使用料までを範囲といたします。 

○青山委員 ２９ページの保健体育使用料の備前体育施設使用料、８，７６０円ということで、

前年より少し増えたと思うんですけど、この予算決算審査委員会の資料の４２ページに、スポー

ツ施設利用状況というのが出ているんですが、それぞれの施設で使用人数というのは差があるん

ですけど、例えば総合運動公園のをここで見ますと、５月と、それから４月、８月、１０月、特
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に１０月が多い。いろんなスポーツイベントがあると思うんですけど、季節によって特徴がある

と思うんですけど、この全体的に見て何か、令和４年度についてこういう特徴があるなとか、も

っとこういう利用の仕方をしたほうがいいのかなとか、そういうことがありましたら教えてくだ

さい。 

○山本スポーツ振興課長 令和４年なんですけれども、コロナの影響が大分少なくなりましたの

で、増加傾向にはあるように思っておりますが、まだまだコロナ前に比べますと、まだかなり利

用料は少ないと思っております。 

 引き続き、皆さんに御利用いただけるように進め、広報なり、いろいろ進めていきまして、利

用者の方が以前のように回復できるようにしていきたいと考えております。 

○青山委員 大きい施設で言うと、備前市の総合運動公園、日生の寒河の多目的広場、野球場あ

るいは体育館、それから吉永のＢ＆Ｇということになると思うんですけど、このほかに学校体育

施設の開放事業というのがあるんですが、こちらについてはどういう傾向になっていますか。 

○山本スポーツ振興課長 学校開放につきましては、市内のスポーツ少年団とか各団体さんが定

期的に御利用いただいていますので、そちらのほうもコロナが明けてからまた増えてきておりま

すので、引き続き御利用いただくように考えてはおります。 

○青山委員 コロナ禍の中で、かなり規制があったと思うんです。特に学校体育施設ということ

で、ちょっと厳しめだったかなと思うんですけど、その辺の規制というのは今どのようになって

いますか。もう全面的に撤廃されたんか、まだ残っているのか。 

○山本スポーツ振興課長 コロナのときには、手洗い、消毒、それから来られた方のメンバーの

名簿を出していただく等の対処、対応しておりましたが、現在につきましてはもうそちらのほう

は完全に撤廃されて、以前のような、普通に使っていただく状態で今運用しております。 

○青山委員 コロナの影響がまだ残っていると思うんですけど、外へ出てスポーツに親しむ機会

をしっかり取っていただけるように、また啓蒙活動もよろしくお願いします。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ４６ページの１７款県支出金、３項県委託金、６目商工費県委託金から、５１ページ、１８款

財産収入、２項財産売払収入までを範囲といたします。 

 別紙１を参照にしてください。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ５８ページ、２２款諸収入、５項雑入、５目雑入、６５ページまでです。別紙２を参照にして

ください。 

○青山委員 ６５ページの３７節商工費雑入、閑谷学校駐車場等管理委託金６６万３，３５１

円、前年度より７万円ダウンしているんですけど、どういう理由なんでしょうか。 

○杉山観光振興課長 閑谷学校のトイレ及び駐車場の管理に関する覚書により、トイレ及び駐車
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場の管理費用を市と閑谷学校顕彰保存会のほうで負担しているものなんですが、実績により減額

となっております。 

○青山委員 トイレは、市の所有で委託を閑谷学校にということでよろしいんですか。 

○杉山観光振興課長 トイレにつきましては、市の所有であり、浄化槽であったり清掃であった

り、そちらの部分を委託しております。 

○青山委員 備前市内でも多い観光客の使用があると思うんですけど、あそこは洋式トイレが少

ないということで、観光に来られる方からも聞いたりするんですけど、それについては何かお考

えはありますか。 

○杉山観光振興課長 トイレにつきましては、洋式化をしております。 

令和３年度に洋式化をしております。 

○尾川委員 その下の商工費雑入で、岡山デスティネーションキャンペーン受入れ対策事業助成

金３０万２，０００円、どうも県のほうでやりょうんか、ＪＲがやりょうんか。 

○杉山観光振興課長 ７月から９月に行われる岡山デスティネーションキャンペーンに関連し

て、市で日生地域を存分に満喫していただくために、船と車、船についてはクルージング、車に

ついてはトゥクトゥクの運行をしておりますが、この二次交通を組み合わせ、日生地域の周遊を

実施したところです。 

 こちらに対する経費の２分の１について補助をいただいております。 

○尾川委員 ほしたら、３０万２，０００円というのは経費に対しての何％とかという基準があ

るんですか。 

○杉山観光振興課長 申請をしている経費に対して２分の１の補助ということでいただいており

ます。 

○中西委員 商工費雑入の閑谷学校の管理委託金、実績でこれだけ減っていると、しかしそのト

イレの掃除なんかの回数を少なくするということは一般的には考えられないわけで、その実績に

よって減っているというのはどういう意味なんでしょうか。 

○杉山観光振興課長 閑谷学校のトイレの清掃の頻度とかを変えているわけでは決してないんで

すが、委託事業者の若干の変更をしておりまして、トイレについては清掃していただく、それか

ら消耗品としてトイレのトイレットペーパーであったり洗剤であったりということを実費で出し

ておりますので、若干変更になって、減額になっております。 

○中西委員 委託事業者というのは、どちらに出しておられるんでしょう。 

○杉山観光振興課長 清掃については施設管理公社になります。 

○中西委員 消耗物品というのは、それだけ人が来なかったということなんですか。 

○杉山観光振興課長 そうですね、人が来なかったということではないと思います。 

○中西委員 以前はどこへ管理委託を出しておられましたか。 

○杉山観光振興課長 観光協会に委託しておりました。 
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○中西委員 その商工費雑入の４番目のその他雑入、備前焼振興課、４万５，１００円なんです

けど、これはどのようなものが雑入で入ってくるんでしょうか。 

○森本委員長 休憩いたします。 

              午前 ９時５３分 休憩 

              午前１０時０５分 再開 

○森本委員長 委員会を再開します。 

○芳田備前焼振興課長 備前焼フェアのワンタッチ式のテントと机をお貸しした、その費用を徴

収しております。それが３万６，０００円、併せましてクレアパリ「伝統と先端と」展で備前焼

の販売をしていただいておりますが、フランスのほうで、その手数料、売上げの１０％の９，１

００円を入れさせていただいております。 

○森本委員長 ほかに質疑のある方。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、歳出に入らせていただきます。 

 決算書７０ページを開いてください。所管別分類表は１０ページです。 

 範囲は、７０ページ、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費からずっと飛びます。１

５９ページまで、７款商工費、１項商工費までを範囲とします。ページ数は大幅になっておりま

すが、審査する項目は集約されていますので間違いがないようにお願い申し上げます。 

○中西委員 ７０ページの総務費、総務管理費、一般管理費の報酬、ここのところで所管はどこ

になるんでしょう。 

○杉山観光振興課長 １３万６，６３０円につきましては観光振興課になります。 

○芳田備前焼振興課長 備前焼まつりのシャトルバスを運転していただいている関係で９万４，

４５０円を支出しております。 

○中西委員 ８８ページのところで、地域振興費の一部、観光振興課になっているんですけど、

これは、どれが観光振興課のやつですか。 

○森本委員長 実証運行計画でしたよね。 

○中西委員 結果はどうでした。 

○杉山観光振興課長 本航路、日生・大部間の航路になるんですが、こちらの航路の存続、廃止

に関して、大阪万博とか、そういったことを見据えた備前市における経済効果を調査、検証した

ものです。 

 結果といたしましては、こちらの航路につきましては、物流よりも観光の要素が強いというこ

とで、今後、観光面であったり周遊面、そういったことを検討していく必要があるというような

調査の結果をいただきまして、結果については事業者様にはお伝えをいたしました。お伝えはい

たしましたが、最終的には休止という結論を出されたというところになります。 

○中西委員 結果は、１２月で、たしか運航が中止になるんですかね。 
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○杉山観光振興課長 はい、１１月末をもって休止いたしますので、１２月からは運航がないこ

とにはなります。 

○中西委員 令和４年度の予算で言えば、それ以降どうするんかというのはなかなか聞きづらい

ところがあるわけですけど、ここではやっぱりそういう結果を出したんであれば、翌年度あたり

はどういう働きかけをされるのか、あるいはどういう施策を盛り込まれるのか、そこはお聞かせ

願えたらと思うんですけど。 

○杉山観光振興課長 結果を基に、運航事業者様にはお話をし、協議はしてきましたが、実際に

運航されるのは事業者様になりますので、そちらでの休止の判断ということになります。 

○中西委員 なかなか、これだけのお金を使ったのが役に立たないようなものも確かにあるとは

思うんですが、念のために、この委託料というのはどういった団体に委託をして検討していただ

いたんでしょうか。 

○杉山観光振興課長 一般財団法人地域公共交通総合研究所になります。 

○尾川委員 たしか笠岡だったか、別の運航会社が代替えするという話が新聞紙上へ出とったん

ですけど、今、地域公共交通研究所からしたら、ちょっと難しいかなという感じはせんでもねえ

んですけど、そのあたり、前に聞いとんのが、小豆島の小豆島町か、町か市か忘れとんですけ

ど、そちらのほうの必要性を感じてねえと理解しとんですが、備前市だけが必要なというて、国

あるいはそういう補助の増額とかということは考えてないんですか。 

○杉山観光振興課長 調査結果にもあったんですが、やはり土庄町の大部地区、自然が豊かなと

ころですので、そういったところの自然面をもっと連携してＰＲしていく必要もあるというよう

な結果もいただいておりますので、そこも踏まえて相談はしてまいりましたが、土庄町様として

は、これから支援していくことは難しいという結果を受け、市としましても、単独での補助は難

しいということで、しておりません。 

○尾川委員 再度聞くんですけど、その研究所が結論としてはもう無理じゃろうという話の結論

を出しとる、それは委託料で委託先ですけど、そのあたり判断したら、素人考えで金を出して運

航するという考え方はあまり市としてはないですか。 

 もうすぐすぐじゃからね、１１月末で、１２月からは運航停止ということになって、そういう

仕方ねえと言やあ仕方ねえんですけど、その辺答弁してもらいたいんですけど。 

○大岩日本遺産・観光部長 小豆島との観光航路ですけど、こちらはあくまで備前市からいえ

ば、公共交通的な要素が全くないわけで、公共的要素が、通学とかを使っていないんで、補助航

路にはなり得ないということで、国の赤字補填はまずありません。そちらのほうをもしするとし

ても、香川県側がしないと、備前市からは何もできないということになっておりますので、あく

まで備前市といたしましては観光的航路として考えてまいりました。 

 そういった中で、これ以上運航していくと、やはり毎年、数千万円ずつの赤字が出るというこ

とで、会社といたしましても１１月をもってやめるということで決断されたわけです。 
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 会社的には、株式がありますんで存続はしていくということで、取りあえずは休止ということ

で、結論に至った次第です。 

 地元の日生にも説明会をいたしましたときにも、特段、反対意見とかはございませんでした。 

○尾川委員 備前市が全部出して赤字補填するという考えはないと理解したらええんですか。 

○大岩日本遺産・観光部長 考えておりません。 

○石原委員 １５５ページの観光費の中の１３節委託料の中の行事企画運営委託料、詳細につい

て御説明いただければと思いますが。 

○杉山観光振興課長 主に瀬戸内国際芸術祭関連、岡山デスティネーションキャンペーン関連、

それから昨年はリレー花火という形で花火を打ち上げておりますので、この３つの事業に対する

委託料になります。 

○石原委員 それぞれ委託先はどういったところになるんでしょうか。 

○杉山観光振興課長 瀬戸内国際芸術祭につきましては、春夏秋冬とキャンペーンを行っている

んですが、その中で、春のときに、こどもの日イベントを行っております。 

 こちらについては、船内で桃ジュース、桃からジュースが出るという形にしているんですが、

そちらをレッドライスカンパニー様に委託しております。 

 デスティネーションキャンペーン関連につきましては、先ほども申し上げましたが、ショート

クルーズの運航をみしま海運様、それからトゥクトゥクの運行につきましてはナガムネ造園様に

委託をしております。 

 花火の打ち上げに関しましては、青年会議所に委託をしております。 

○石原委員 続けて、その下のデザイン業務委託料についても、内容についてお聞かせいただけ

ればと思うんですが。 

○杉山観光振興課長 デザイン業務委託料につきましては、同じく瀬戸内国際芸術祭のポスタ

ー、春のポスターであったり秋のポスター、チラシというのを委託しておりますが、春につきま

しては第一エージェンシー様、それから秋につきましては株式会社ビザビ様になります。 

 また、昨年度は、オリックスツアー、冠ツアーを行っておりますので、こちらの際に、いいの

が焼けますとか、そういったデザインを委託しておりまして、こちらの委託先については株式会

社ビザビ様になります。 

 また、昨年度、はっぴをつくっております。これもいいのが焼けますといったはっぴになるん

ですが、こちらにつきましても株式会社ビザビ様に委託をしております。 

○芳田備前焼振興課長 デザイン業務委託料は備前焼振興課もございまして、備前焼フェアで設

置したのぼり、チラシ、ポスター等のデザインをお願いしております。 

 業務委託先につきましてはワンプラスコミュニケーションという企業になっております。 

○石原委員 １５７ページの１９節負担金補助及び交付金、幾つかお尋ねで、備前焼まつり実行

委員会補助金は交付自体はいつでしたかね。 
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○芳田備前焼振興課長 １２月２２日で支出命令を切っております。 

○石原委員 観光協会補助金への交付はいつなされたんでしょうか。 

○杉山観光振興課長 令和５年には入りますが、５月になります。 

○石原委員 それから、その下の備前焼陶友会補助金はいつ交付されました。 

○西上委員 資料要求したいんじゃけど、観光協会の決算書を、委員長、いただきたいんですけ

ど、いかがでしょうか。 

○杉山観光振興課長 観光協会の補助金１３０万円に対する実績報告書ということでよろしいで

すか。 

○西上委員 全体はねえん。 

○杉山観光振興課長 観光協会様に確認をして御返事をさせていただきます。 

○尾川委員 関連で、観光協会だけじゃなしに、今まではその備前焼まつりの補助金で計算書が

出てきょうたんじゃ。この資料集に一緒に併せて出ようたんじゃ。それが最近というか、去年は

どうやったか、併せて備前焼まつりとか、それからひなせかき祭、三石夏まつり、日生の夏祭

り、産業フェスタ、そういう関係の資料を、決算書の資料、それは１００万円だけじゃあ、補助

金だけじゃというて、そんなことできんと思うんじゃ。どこが使うたか分かりゃへんのやから。

だから、その決算書を委員会として要求してもらいてえんじゃけどな。 

○森本委員長 お聞きしたのが、三石と日生と備前焼まつりと産業フェスタとお聞きしたんじゃ

けど、備前焼まつりは。 

○西上委員 商工会議所と東商工会、日生商工会も。 

○森本委員長 商工会議所のは昼からでもということですが、担当課の方、よろしいですか。後

日でいいんですね。 

○芳田備前焼振興課長 決算書を提出させていただきます。 

○石原委員 備前焼陶友会補助金の交付はいつだったかな。 

○芳田備前焼振興課長 令和４年６月１７日、支出命令を切って、令和５年４月３日精算でゼロ

精算ということになっております。 

○石原委員 備前焼まつり実行委員会補助金、これは１２月の交付ですけれども、これも委員会

で過去にやり取りしましたが、補助金交付の内規では、事前に交付をされて、事後精算の取扱い

じゃなかったですかね。 

○芳田備前焼振興課長 事前に、「交付することができる」だと思います。 

○石原委員 その下の観光協会さんも結局そういうこと、「交付することができる」、「交付す

る」じゃなかったかな。 

○芳田備前焼振興課長 第４条では、ただし書の規定により、概算払いにより「交付する」で

す、失礼しました。 

○杉山観光振興課長 観光協会の補助金につきましても同様になります。 
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○石原委員 条例でもなく、規則ですけれども、あくまでそうやって規定があるんなら、あれ

ば、規則に沿うて補助金を交付されるべきでしょうし、特に観光協会、これは令和５年５月交付

というたら、これは手続上問題はないんですか。 

○杉山観光振興課長 会計年度内になりますので、問題はございません。 

○石原委員 そういった交付のなされ方にも、されるんであれば規則もやはり整えるべきでしょ

うし、せんだっての私が厚生の関係のところでお聞きをすれば、社会福祉協議会さんは大きな金

額の補助なんかについては粛々と昨年５月あたりで交付がなされて、後の精算でみたいなことも

おっしゃっていましたし、それは規則にのっとっての交付がなされたんでしょうけど、何か特に

こちらの分野での補助金交付のところが、いつまで精算、精査をさりょうんかなみたいな、団体

さんの。そこは何か規則にも反しとんでしょうし、そこの検討、整理については、いま一度この

場でお願いをさせていただきたいと思います。 

○西上委員 同じく、１５７ページの１９節負担金補助及び交付金のところで、備前観光ツアー

促進補助金４３万４，５００円の日帰り、宿泊の内訳を教えてください。 

○杉山観光振興課長 令和４年度トータルで１９件の申請と実績がありました。 

 その１９件のうち、日帰りが１６件、宿泊を伴うものが３件でございました。 

○西上委員 それで、立ち寄り施設のどうやらこうやらというてありますけど、立ち寄り施設で

どこが人気というか、どこが多かったですか。 

○杉山観光振興課長 内容といたしましては、備前焼の作陶体験、それから食事については日生

方面での食事が多かったように思います。 

○西上委員 思うと実績は違うんですけど。 

○杉山観光振興課長 多かったです。 

○尾川委員 １５７ページの負担金補助及び交付金、備前陶芸センター運営補助金で５８万５，

８４１円決算されとんですけど、令和５年度の予算を見たら２５０万円ということで、これが４

年の予算も２００万円じゃなかったかと思うんじゃけど、そのあたり説明をお願いしたいんです

けど。 

○芳田備前焼振興課長 委員御指摘のとおり、２００万円の予算に対しまして決算が５８万５，

８４０円ということなんですけども、陶芸センター運営補助金につきましては、今回、研修生７

名、あと、１か月体験が１３名と合わせまして、今回、ハレノワの小皿の記念、備前焼の売上げ

が１６５万４，０００円ございまして、最終的に５月に補助金の精算をさせていただいて、実際

運営費にはそこまでかかっていないということで、１４１万４，１５９円を減額して実績で５８

万５，８４１円を出したものでございます。 

○尾川委員 備前市が全部そこまで采配しょうるわけ。細かい、要するにわしはどっちかという

たら管理委託は陶友会に投げて、２００万円はお任せしとんじゃないかと思うんじゃけど、年度

年度で、例えばこういう、本当だったらわしが思うとんのは、県の施設で、県も金がねえから手
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放したんじゃけど、こういう普通、よその六窯を見て調べてもろうたら分かるんじゃけど、恐ら

く県がそういう養成機関をつくって養成しょうると思うんじゃ、職人の。 

 やっぱり、こういうので今言う２００万円予算取り、５８万円決算して、そこで采配する、例

えば剰余金出したらほかのものへ使うてもええとかという、そのおおらかさはねえんかな。やっ

ぱりそこまで一々きちっと行くんかな。 

○芳田備前焼振興課長 補助金の性質上で、監査にも指摘されておりますけども、精算をきちっ

としないといけないということで、剰余金を出すことはできませんので、運営については陶友会

さんがされていますので、これが陶友会の会費とはまた別で、センターの運営費の補助をという

ことの申請になっておりますので、年度年度で、単年度で必要な部分だけを補助させていただい

ているという形です。 

○尾川委員 例えば今１６０万円の売上げがあって、あと運営できるというんじゃけど、それは

自分のところのかい性であって、だからその分ぐらいまで手をつけずにな、おおらかにじゃな、

やっぱりそれはいろいろ施設の修繕やこうは直接こっちが、市が出しょうんか、施設じゃから、

市の施設じゃから出すんかもしれん。今言う施設管理公社なんかでも、何十万円以下じゃったら

自分のところでやれえとかというルールがあるが。だから、ああいうなんでも、ある程度お任せ

して、自分で備前焼作って売って、１６０万円もうけとると。もうけたというより、全部もうか

るわけじゃねえんじゃけど、そういうふうなことである程度任せるという気持ちはあまりねえん

かなと思うて、ちょっとその辺を聞きたかったんで。一応、陶友会に投げて委託しとると考えと

るからな。 

○芳田備前焼振興課長 委託であれば、指定管理であれば、そういった形で、委託を受けた受託

事業者さんが利益も考えて運営はされるというところで、市との話にはなると思うんですけど

も、あくまでこの陶芸センター自体は人材育成を含めて陶友会の事業としてやっておられますの

で、そこに運営費の補助を出していますので、やはり利益が上がったり、その単年単年で必要で

足りない部分を市が支援、補助しているという形ですので、決してうちのほうが施設を管理して

も、そういった人材育成で施設を全部やるんであれば、委託で契約すればそういったことも可能

にはなるんですけども、補助金という形で運営費を出しておりますので、そこはしっかり毎年度

精算はさせていただきたいと考えております。 

○尾川委員 同じ話になるんだけど、自分は既に委託先は陶友会じゃと、それで補助金というの

は、それに一緒くたじゃなしに、陶友会全部じゃなしに陶芸センターに何ぼ、何ぼじゃというや

り方があるが。じゃから、陶友会が本来じゃったら全部出しゃあええんじゃけど、それはしとう

ねえと、やっぱりそれをどこへ使うか分からんから、使途をきちっと明確にしてと、陶芸センタ

ーにこれだけは補助したるということで、陶友会に委託しとるんがある程度お任せかなと。 

 そこまで補助金じゃというて、陶友会にお任せしとんじゃから、ある程度、責任を全部向こう

に振っていくと。備前市が直接責任持たんという選別はある程度線引きしとんかなと思うて、あ
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る面は、この辺の金はきちっと明確にせえよと、本体には出さんでと言ようんと一緒じゃから、

誤解しとったか、任せて明確に、この分は、２００万円については陶芸センターで使ってくださ

いよと。陶友会じゃありませんよというので線引きしとるように理解しとったんじゃけどな。 

 向こうはある程度自主的に活動して運用しとんじゃから、１６０万円にこだわらへんけど、収

入があったら、それはそれで自分のところ、かい性じゃと解釈できんのんじゃなあと思うて、今

ちょっと、同じことばあ言ようんじゃけど、ちょっと認識の違いかも分からんけど、わしはそう

思うとったけえね。 

 だから、あくまでも活動、陶友会が販売したりしょうるんじゃと思うん、作るのが陶芸センタ

ーの職人が作りょうたかもしれんけど、その製品そのものは、陶友会が受けたりして売っていく

という形になっとんじゃねえかなと思うとんじゃけどな。言ようることは分かってもらえんかも

しれんけど、そこまで采配するんかなというのが気になったんで。 

○芳田備前焼振興課長 もともと、先ほど委員がおっしゃられたように、県が施設をしもって、

陶友会さんが事業委託を受けてやっていた中で、研修生も少なくなって運営がずっと赤字続きと

いうところで、県も老朽化に伴って行財政改革を含めて施設をといったときに、陶友会さんが人

材育成で使いたいということで、以前は市が無償でお借りして、それをそのまま陶友会さんの運

営で使っていただいていたという形の中で、あくまで自走していただくのが本来、センターとし

ての役目であって、そこで、当然、研修生を含めたこのセンターで作ったものが、普通の備前焼

作家さんは陶友会を通した備前焼よりは安価にできるということで、そういった委託も受け、委

託といいますか、そういった記念品を作ってほしいとかメダルを作ってほしいとかという委託も

ありますので、そういった収入も考えながらこの施設を運営していただいておりますので、全く

陶友会さんとの経費を含めて、区別されておりますので、そこで要ったもの、そこには当然電話

を受けたりそういう研修生のお世話をする事務員も配置しておりますので、そこは単独でやって

いただいて、不足があれば人材育成という意味で市は補助を出すということですので、あくまで

自主運営で自走していただくのが、本来このセンターの事業の形かなとは考えております。 

○尾川委員 要するに２００万円なら２００万円出してやりゃええんじゃねえんかと、それであ

と１６０万円全部を分かりゃへんのやけど、それは研修所で作ってやって、売りょうるやつじゃ

から、手を出さあでも、２００万円やりゃあええんじゃねえかというてわしは言ようるわけじ

ゃ。 

 そこまで采配せんでもええんじゃねえかという話で、全然立場が違う、考え方が違う、わしは

そこまで向こうへ余裕を持たせてやって、施設に買うとか、それは別に買うたるというて備前市

が言うんなら別じゃけど、自分らでちょっとしたものを広報する金に回した、おおらかにしたら

どうですかということを言ようるわけじゃ、わしはな。 

○芳田備前焼振興課長 補助金の制度上、そういった柔軟な運用はできませんので、それは精算

をさせていただくということで御理解いただきたいと思います。 
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○尾川委員 イベントでももうけてじゃな、それを運営資金に回してやったら、ほんなら補助金

を減すんかという形じゃ。 

○森本委員長 総務産業委員会のときに、またよろしくお願いいたします。 

○中西委員 備前焼まつり実行委員会の補助金が、年度末の１２月２２日でしたっけ。一応支払

いはしたということで、よう支払われたなと僕は感心しているぐらいなんですけども、実行委員

会の側からすると、支払いもたくさん業者の方とか、払わなければならないと思うんですよね。 

 実行委員会からは、１２月２２日まで支払っていないわけですから、支払いの督促が来たんじ

ゃないかと思うんですけど、何回ぐらい督促が来ましたか。 

○芳田備前焼振興課長 督促というのは、特には聞いておりません。資料は残っておりません。

請求書が来て、実績を提出していただいて、市で審査して、対象、対象外を精査して交付確定し

てお支払いしたというのが、１２月２２日になったと。 

○中西委員 １２月２２日で助かりましたと、ほかの業者さんにも滞りなく払えてありがたいで

すと、そういう感謝の話なんですかね、２２日に支払うというのは。私は、少なくとも２２日ま

でには何回か払ってくれということは言ってこられていると思うんです。 

○芳田備前焼振興課長 実際にそういった資料が残っていないので、私もこのときの支払いのカ

ウントしていませんでしたので、そういった声は特にはありません。ただ、５年度につきまして

も、市のほうで実行委員会を持ってやっておりますが、支払いにつきましても、実際事業が終わ

ってから、それからうちが、請求もいただきながら支払いを順次やっていきますので、１か月ぐ

らいは、十分かかってくるというような形で、支払いはさせていただいておりますので、そこま

で御迷惑かけたかどうかというのは手元に全く資料がありませんし、そういうお声も聞いてはな

いので。 

○中西委員 例年はいつ頃払っているんですか。 

○芳田備前焼振興課長 先ほどの石原委員の御質問でもありましたけど、概算で払っているとき

には、陶友会を含めて実行委員会のほうに、まず概算で補助金を出しておりますので、今回、

１，２００万円の補助以外のときには、実行委員会のほうでは、出展ブース代もいただきながら

の全体事業の運営ですので、原資的なものは、そこに予算があったのかなと思っております。令

和３年以前は。 

○中西委員 それまでは概算払いをしていたと、後、精算をするという形になった。やっぱり、

手元にお金がないと、やっぱりこの祭りなんかはできないものだと私は思うんですよ。１，２０

０万円を１２月２２日だかに払ったら、それは私がもしこの実行委員会の切り盛りをしていた

ら、早く払ってくれということをやっぱり何回も、私ならですよ、ゆっくりゆっくり待って、い

つになるやら分からない話をそのままにしておくことは絶対ないですよ。 

 それは、課長だって、その立場になればそうされていたでしょう。私は、これは多分職員の問

題ではなくて、もっと職員の上の問題だろうと思っているんですけど、大変、私は、盛大に行わ
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れる備前焼まつり実行委員会のお金の出し方が、こんなような出し方をされて、本当に私は備前

市として恥ずかしいと思います。 

 本年度の事務局は、備前市が持っていたんですか。実行委員会は、あったわけですか。 

○芳田備前焼振興課長 はい、ございます。 

○中西委員 今年は、お金はどういうふうに支払われていますか。 

○芳田備前焼振興課長 必要で請求が来たタイミングで、あとは協賛金もかなり皆さんの御協力

でありましたので、広告料として収入があって、補助金につきましては、１０月の頭ですか、交

付申請をして、それからいただいております。 

○中西委員 去年と今年がまた違うというのが、また何とも言えないところですけども、本当

に、私は、いじめに等しいような話をこの決算委員会で聞かざるを得なかったというのが本当に

残念でなりません。 

 今年は順次払っていると、業者や払うべきところにはきちんと払っているということなんです

か。 

○芳田備前焼振興課長 ５年度のことになりますけども、順次、今、処理をしているところでご

ざいます。まだまだ支払いが完了もしていないのもございますので、ただ４年度については１２

月２２日で精算をしたということでございます。 

○中西委員 この４年度については、１２月２２日以降に、随時、処理がされていると。２２日

なんて１２月の年度の終わりじゃないです。１月に入って恐らく処理されるものもあるかも分か

りませんけども、私はそのような補助金の執行の仕方は大きな問題だと思います。 

○青山委員 １５７ページの負担金、補助金です。一番下の観光推進事業補助金なんですけど、

これはどこへ補助をされて、どのようなことに使われたのか。 

○杉山観光振興課長 ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴの補助金をＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ実行

委員会にお支払いをしております。 

 それから、先ほどから申し上げておりますが、瀬戸内国際芸術祭、春夏秋冬と、あのイベント

を行っておりますので、こちらについてはどのシーズンにおきましても瀬戸内観光汽船様にお支

払いをしております。 

○青山委員 内訳をお願いします。 

○杉山観光振興課長 まず、ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ実行委員会への補助金ですが、金額に

つきましては２２７万８，１９４円です。 

 瀬戸内国際芸術祭につきましては、まず春につきましては２７１万３，１６０円、夏につきま

しては４万９，８９０円、秋につきましては２２４万９，０９０円、最後、冬でございますが、

こちらにつきましては１０６万２，６０４円になります。 

 また、もう一点ございまして、こちらもデスティネーションキャンペーン関連になりますが、

備前青年会議所様に、受入れ対策補助金ということで１１４万円のお支払いをしております。 
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○青山委員 瀬戸芸なんですけど、２００万円あるいは１００万円というところで、夏が４万

９，８９０円と言われたんですかね。これは、何でこの差があるんですかね。 

○杉山観光振興課長 瀬戸内観光汽船様へのお支払いにつきましては、フェリーの片道を無料に

したり、車の運賃を無料にしたりということになっておりまして、実績払いとしておりますの

で、実績数によってお支払いをしております。 

 夏については、利用の方が少なかったために、お支払いも金額が少なくなっております。 

○青山委員 利用が少なかったということなんですけど、かなり極端だと思うんですけど、なぜ

そうなったかというのは分析されておりますか。 

○杉山観光振興課長 春につきましては、片道無料ということと、あと先ほども申し上げました

が、こどもの日がありましたので、関連イベント等を行っており、人気があったのかなと思って

おります。夏につきましても、同じように片道無料ということで実施しております。 

 内容は、そんなに変わらないと御利用いただけないということもありまして、豪華景品が当た

りますということで、応募はがきとかをつけて、応募された方については後日景品ということで

は周知はしておりましたが、最終、結果的には御利用は少なかったということになります。 

 春に皆さん、たくさん来ていただいたのかなと、春から冬にかけても一番利用が多かったのが

春の２，９８７人になっておりますので、やはり瀬戸内国際芸術祭が開始したよということで、

そこで皆さん、動かれたのかなと感じております。 

○青山委員 最後ですけど、瀬戸内芸術祭関連のフェアで４期やられたんですけど、総括はどう

されていますか、考えられていますか。 

○杉山観光振興課長 瀬戸内観光汽船様のフェリーの御利用についても、これをきっかけに乗っ

ていただけたらいいなということも考えながらやっているんですが、単発的なものにはなってし

まうんですが、こういった企画をしているときには利用は多かったということで、今後につきま

しては、また再来年度、同じように瀬戸内国際芸術祭が開催されますので、それに向けて、どう

いったことで検討していくかなと考えているところです。 

○青山委員 夏に少なかったというあたりとか、この誘客したのが実際に市内でどのように経済

効果があったとか、しっかり分析して、また再来年にいい企画をしていただけたらと思います。 

○尾川委員 関連なんですけど、新聞報道によると２０２５年が瀬戸内国際芸術祭開催予定や

と、まず香川県や市町村など、市町でつくる実行委員会というのは備前市は入っとん。メンバー

なわけなん。 

○大岩日本遺産・観光部長 入っていないです。 

○尾川委員 入っていないんかな。読売新聞９月１４日に、３市町が新たに入ったと。これは、

入ってねえんじゃったら話にならんけど、規模拡大じゃというから、備前市もそういうアクショ

ンを取ってお願いしょうんかなと思うて、ほんなら岡山県じゃあどこどこ入っとる。岡山市だけ

か。 
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○大岩日本遺産・観光部長 玉野です。 

○尾川委員 瀬戸内市は入ってないの。 

○大岩日本遺産・観光部長 瀬戸内市は入っていないと思います。 

○尾川委員 入って活動するという考えはねえわけ。入れてもらえんのかもしれんけど。 

○大岩日本遺産・観光部長 私も、最初立ち上げが香川県からとお聞きしておりまして、岡山県

がどういった事情で、あまり最初のうちは、どういうんですか、香川県主導でやっておりました

んで、岡山県の後ほど追加で入りたいという市町につきましてはなかなか入れてもらえないとい

うのは聞いております。 

○尾川委員 備前市は政治力があるんじゃから、３市町が新たにというから、これは備前市が入

っとんじゃねえかと期待して読んだら違うとってな。だからぜひ、せっかく今言ういろいろ春夏

秋冬と、そしたらアウトサイダーになっとるような感じなんで、ぜひ仲間へ入れてもろうてね、

北前船みてえに、仲間に入れてもろうて、活動すると、その辺答弁してください。 

○大岩日本遺産・観光部長 協議会に入れるかどうかというのは分からないんですけど、いろい

ろな島々で催物とかして、確かに観光客は増えているような状況であるので、どういった手続で

そういったところに入れてもらえるのかというのは、研究はしたいと思います。 

○奥道委員 １５９ページ、イベント等協賛負担金１，０００万円の内容について。 

○杉山観光振興課長 こちらのイベント等協賛負担金につきましては、２か所への支払いになり

ます。 

 まず１点目ですが、オリックスツアーの際にスポンサー料と、それからチケット代金というこ

とで、オリックス野球クラブ様へ６０８万８，０００円のお支払いをしております。 

 またもう一点は、テレビ番組になりますが、「新しい岡山発見さんぽ、秋の備前満喫編」とい

うことで、高橋真麻さん親子が備前方面へ来ていただきまして、テレビ番組を作っていただいて

おります。こちらについて、テレビせとうち株式会社様へ４００万円のお支払いをしておりま

す。 

○奥道委員 その下のほう、地域の看板商品創出事業負担金の内容について。 

○杉山観光振興課長 官公庁の観光看板商品事業に係る負担金になっております。 

 備前観光促進実行委員会という組織されたもので企画された豪商がめでた備前焼がつなぐ日生

港と伊部の町並み活用事業という企画がございまして、こちらに対して、備前市といたしまして

２５０万円の負担金をお支払いしております。 

 事業規模が１，０００万円でしたので、１，０００万円のうち官公庁の看板商品ということ

で、この企画が７５０万円の補助を受けておりますので、その差額の２５０万円を市で負担して

おります。 

 内容といたしましては、令和５年になるんですが、４月の終わりに観光ツアーがありまして、

閑谷学校で人間国宝の伊勢﨑先生の講演をされたり、備前焼フェアをのぞかれたりといったツア
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ーでございました。 

○奥道委員 要するに、企画があってという、それに対してのということでいいんですね。何か

商品作ったというんじゃなくて。 

○杉山観光振興課長 企画されたものに対する負担をしております。 

○松本委員 先ほどの１５７ページの観光推進事業云々で、この件に関して、今、瀬戸内芸術祭

とかいろいろ出たんですけど、経緯を見ますと、例えば予算なんかを見ると、令和３年度が二百

何ぼうだったと思うんですが、それからこの４年度は、前年に比べて７００万円増えて９００万

円云々ですね。それから、今年度、５年の予算を見ると一千四百何ぼで、またこれプラス５００

万円とか、年々増えているんですね。 

 確かに令和３年なんかは、コロナの関係でいろいろあったかも分かりませんけど、これはだん

だん何となく増えるような感じもしますし、それからさっきの話を聞いていますと、瀬戸内芸術

祭に対して、別に島々だけじゃなしに、本土といいますか、閑谷なんかは入るかも分かりません

けど、例えば日生だとか備前の島もめぐって、ああいう芸術作品が展示される。 

 考え方はいろいろあって、いや、ああいうところでも何かこういう芸術的なものが創造できる

んだとか、あるかも分かりませんけどね、私は、例えばですよ、大多府なんかを見ても荒廃して

いますよ。ああいうところにぽっと芸術作品がぽっとね、どうも想像できんのですけどね、そう

いう環境にありながら、こういうところにまた今年は５００万円ぐらい追加されてね。こういう

費用というのが、どうもね、何かちょっとちぐはぐな感じというか、備前市に何のメリットがあ

るんかなということを考えるんですけど、そういう点でどうでしょうか。年々予算が増えていま

すけど、そういう関連も含めて、答弁あったらお願いします。観光政策について。 

令和４年に限らず、象徴的に、そういうことも含めてですけど、全体でどう考えるんかとい

う、考えていくんかということがあれば、この決算を見ながら。 

○杉山観光振興課長 まずは、観光推進になりますが、備前へ来ていただくことを考えていかな

ければならないとは思っております。その備前へ来ていただくためには、いろいろ県外とかに出

向いて、備前市をＰＲしていくことが必要だと感じております。 

 今年度につきましても、大阪であったり名古屋であったり、イベントに参加して、まずは備前

市のＰＲを行っているところですので、その中で、備前市に来たことがないよと言われる方も多

くいらっしゃいますので、今は山本選手、頓宮選手とか、そういった話題を出しながら、備前市

をまずは知っていただくということで観光ＰＲをしているところです。 

 再来年、瀬戸内国際芸術祭、それから大阪万博、開催されますので、それらのイベントに来ら

れた方が備前市へ来ていただけるようにということで考えていく必要があると思っております。 

○松本委員 今の答弁に対する感想ですけど、確かに、企画して備前市をＰＲしていくというの

は大事だと思いますけど、具体的な、例えば特に芸術祭について、何か、日生だけじゃなしに、

備前市がどう関わっていくんかなということを考えたり、それから北前船の話も出ましたけど、
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こういうものをどう展開していくんかとかね、何かそういう総合的なものが、具体的にね、これ

から考えていくんでしょうけど、有意義になるように、予算も増やしていくんなら、そういうソ

フトの側面も考えていきながらやってほしいと思います。 

○尾川委員 １５５ページの役務費で広告料が４６０万８，４９９円、明細を教えてもらったら

と思うんですけど。 

○芳田備前焼振興課長 備前焼振興課は、決算額で２８０万７，４９９円ということで、実績と

しましては備前焼フェアの広告ということで、リビング新聞社さん、ビザビさん、クイックリィ

さん、山陽新聞さん、産経新聞さんにそれぞれ季節ごとに春夏秋冬の広告を上げております。 

○尾川委員 山陽新聞の広告とは違うんかな。 

○芳田備前焼振興課長 山陽新聞さんも、今回、冬で７９万９，９９９円を広告していただいて

おります。 

○尾川委員 その金額じゃったら全紙じゃあねえんかな。２枚全紙じゃあねえんじゃな。それを

よう聞かれるんじゃ。備前市は出しょうんかというて、いや、出しょうりゃへんというて言うん

じゃけど。 

○杉山観光振興課長 観光振興課分につきましては、この広告料のうちの１８０万１，０００円

お支払いしております。 

 内容等につきましては、ベッキオ・バンビーノ、車のイベントになりますが、昨年に続き７万

７，０００円、それからモンベルフレンドエリア登録料も昨年度に続き９２万４，０００円とい

うことです。 

 次に、先ほど名古屋にイベントに行ってまいりましたとお伝えをしましたが、これが東海テレ

ビ、イッチー祭のことになります。昨年度から参加しておりまして、継続して活動することが大

切だと思っておりますので、今年度も参加しておりますが、昨年度の広告料については７５万円

になります。 

 もう一点、ひなせ Ｃａｆｅ Ｈｏｐｐｉｎｇという日生を中心としたスタンプラリー的なも

のにはなるんですが、その広告宣伝料として５万円のお支払いをして、合計１８０万１，０００

円になっております。 

○尾川委員 全般的な話として、この広告料という評価というのはどういう、今年度、どういう

金額になっとんか、ちょっと覚えてねえんじゃ、見りゃあ分かるけど、どういう評価して、今後

もそういう広告を打って出ると考えられとるわけ。そのときそのとき、要するにイベントによっ

て考えていくという考え方で、常時、１弾、２弾、３弾という打ち方をすんじゃなしに、思いつ

きと言うたら失礼なんやけど、そういう考え方でいっとるわけ。ちょっとその辺を全体的に評価

と今後の方針について教えてもらえたらと思う。 

○大岩日本遺産・観光部長 広告料につきましては、今の進める考え方といたしましては、一応

事業するに当たっては、協賛金で、その協賛いただいた企業様の広告を出して、協力していただ
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くということで、そういった方向で行事のほうは考えてまいりたいと思います。 

 ですから、なるべく広告料につきましては、うちから出さずに、協賛金でしていただきたいな

とは考えております。 

○尾川委員 新幹線のホームに、備前市の広告出したことあるんじゃ。例えば岡山の駅の岡山乗

車が多いところあたりに広告出すんならええんじゃけど、ずっと後ろのほうでな、あまり目につ

かんようなところ、わしはわざわざ見に行ったけどな、そういう広告をやめてもらいてえなと思

うて、今はやめとるけどな。 

 そういうことで、効果のある広告を打ってもらうという、内容とね、それをお願いです。 

○大岩日本遺産・観光部長 一番目立つところには、確かにいたしたいと思っているんですけ

ど、掲載にするに当たりましてはかなりの金額を払うことになりますんで、その辺も費用対効果

を考えながら、今後考えてまいりたいと思います。 

○森本委員長 暫時休憩します。 

              午前１１時１１分 休憩 

              午前１１時２３分 再開 

○森本委員長 委員会を再開いたします。 

○中西委員 交付金の備前焼振興事業補助金、具体的に成果も含めてお聞かせ願えたらと思いま

す。 

○芳田備前焼振興課長 備前焼振興事業補助金ですけど、申請事業が５事業出ております。 

 備前焼伝統工芸士会さんから出た事業につきまして４１万円の補助、備前育陶会さんから出て

いるので２９万５，０００円の補助、備前未来塾さんからの申請に対しまして１２万３，０００

円、あと備前焼陶友会さんから申請が出ておりまして補助が１０万８，０００円となっておりま

す。最後に、ＮＰＯ備前焼タウンプロジェクトさんからの申請で２４万３，０００円を補助して

おります。 

事業内容といたしましては、育陶会さんが天満屋倉敷店で生け花と備前焼をテーマにした展

示会をしております。 

 陶友会さんにつきましては、伝統産業会館において、令和４年度の備前陶芸センターを修了し

た方の作品展を実施しております。それに対する補助です。 

 備前焼伝統工芸士会につきましては、東京の青山スクエアにて備前焼陶芸士による展示販売に

対し、補助をいたしております。 

 ＮＰＯの備前焼タウンプロジェクトにつきましては、備前焼の陶板を伊部小学校正門ブロック

の塀に取りつけという事業に対して補助いたしております。 

 備前未来塾につきましては、伊部駅前広場にて、ぐい飲みでお茶会ということで、あと片上に

おいておひな様のお茶会を実施した事業に対して補助を出しております。 

○中西委員 その成果というんですか、大きく振興につながったか。 
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○芳田備前焼振興課長 展示即売会等は、当然物販もありますので、備前焼のＰＲも含めて成果

はあるんじゃないかなと思っております。伝統工芸士会も、全国伝統工芸士会に合わせて、そう

いった形で出展しておりますので備前焼のＰＲにはつながっていると考えております。 

 備前焼タウンプロジェクトにつきましては、小学生の方々が備前焼で陶板を作ってということ

で、作陶も含めて備前焼を知っていただく事業としては効果があるのかなということで考えてお

ります。 

 備前未来塾さんにおきましては、お茶会を実施ということで、備前焼を使ってのお茶会ですの

で、なれ親しんでいただくというＰＲも含めて、備前焼の振興にはつながっていると考えており

ます。 

○立川委員 そこの負担金補助及び交付金のところで、全般的なお話の確認なんですが、いろい

ろ交付団体、補助団体に決算書を出せというようなお話も出ていましたんですけど、これは決算

書をちょうだいなという基準は何かお持ちなんでしょうかね。 

○芳田備前焼振興課長 備前焼陶友会さんへの補助でありますと、これは運営費の補助になって

おりますので、当然決算書が、ごく一部の補助しか出しておりませんけども、見させていただく

ということで資料を実績報告に併せていただいているようなケースがございます。 

○杉山観光振興課長 観光振興課につきましては、継続した補助、負担をしているものにつきま

しては、予算書と同時に前年の決算書がついておりますので、そちらの確認はしております。 

○立川委員 基準はあるんでしょうかと、例えば今おっしゃったように、陶友会なら陶友会さん

に決算書を出してくれと、これは補助金やから出してくれと。実行委員会についても、どの程度

まですれば決算書を出すとか、そういう基準があるんでしょうかという確認です。 

○芳田備前焼振興課長 実行委員会に対する決算書は、当然のことながら補助申請ですので総事

業費を含めて決算書は必ず出していただいて、補助確定をいたしておりますので、それについて

は必ずいただいております。実行委員会についてはいただいております。 

○立川委員 実行委員会についてはいただくようになっていますよと。じゃあ、ほかの団体さん

はどうなんでしょうかという基準はあるんでしょうかというところです。 

 例えば今おっしゃったように、備前焼まつり実行委員会なら出してください、ＳＥＡ ＴＯ 

ＳＵＭＭＩＴなら出してくださいというのは決まっているわけでしょう。 

 その辺の例えば瀬戸芸に出したやつについては運航補助ですから決算書は要る、要らない、そ

ういう基準が存在するんでしょうかというところをお尋ねしております。 

○芳田備前焼振興課長 実行委員会では、関係書類の提出というところで、決算書を添付してい

ただくようになっておりますので、あと運営費の補助は、その団体の運営に対する補助になって

おりますので、その団体の運営がどうなっているかというところで関係書類として求めておりま

すので、幾ら以上がその決算書を出してくださいとかという形ではなくて、その事業補助の内容

を確認、精査するために当然、関係書類として出していただいているというのが実情です。 
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 それは要綱、内規にも、実績報告の書類で分かるものを出してくださいというのがありますの

で、当然例えば備前焼まつり実行委員会であれば、実行委員会から補助事業が終わった実績には

決算書が必ずついてくると。出していただいているということでございます。 

○立川委員 実行委員会でした事業については全部収支は報告してください。分かります。 

 運営補助について、例えば今お話が出ていました陶友会さんの分であれば、運営補助やから全

部決算書を出してください、商工会やったら、全部出してくださいというような規定があるんで

しょうかというところです。思惑でいっているところはないですか。例えばＪＣさんあたりにも

補助を出したと、ＪＣさんは運営補助やから決算書を出してくださいという決まりがあるんかな

というところ。 

○芳田備前焼振興課長 商工会のほうはうちではお答えできないんですけども、先ほどの話で、

陶友会への補助は運営費補助ですので、その運営に補助を出すためにその中を確認しているとい

う基準といいますか、必要な書類という形で求めておりますので、金額は幾らとかという話では

なくて。 

 ほかの団体は私では答えられません。 

○立川委員 この１５７ページで出てきた補助金について、今、お伺いしようんですけど、いろ

んなところの、例えば今おっしゃった運営補助は当然何に使った、どうなりましたというのは必

要でしょう。求めて当たり前だと思います。 

 ところが、さっきいろんな負担金、これは交付金で、ここの決算書も、ここも決算書もという

お話が出たんで、そういう決算書の徴取の基準があるんでしょうかということなんですけど、当

然必要書類として、運営補助をすれば、何に使われたのか、どう残ったのかという書類の徴取は

当たり前で、ところがほかの団体さんについても、今、決算書を出せというようなお話がいっぱ

い出たんで、基準があるんかなという思いで聞かせていただいておりますが、運営補助以外の交

付金の場合はどうされているんでしょうか。 

○芳田備前焼振興課長 先ほどの備前焼振興事業等もありますし、伝統工芸士会の負担金、負担

金についてはそのまま負担、会費ですので負担金になりますが、陶芸センターについてもそうで

すけども、１年間通した事業実績を見て確定をしますので決算書は当然、必ず出していただくと

いうことです。 

○杉山観光振興課長 観光振興課につきましては、補助金、備前市の補助金等交付規則に基づい

て、様式に基づいて申請であったり実績報告の手続をしております。こちらについては、実績報

告書については、その事業の収支決算書というのは求めておりますが、その団体の決算書につい

ては特には求めていないところであります。事業の内容によって、どういった内容について補助

をするのかということでも判断する必要があるかとは思いますが、一律で決めているところでは

ございません。 

○立川委員 ですから、事業内容によって変わりますよと、基準はありませんということの確認
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でよろしいですか。 

 全部出せというのも乱暴な話になるんでしょうか。その辺の感覚だけですけど。 

○芳田備前焼振興課長 内容によっては、うちがもらっていない資料については出せませんとい

うのはございます。 

 先ほど言われたように、補助で必ず添付書類として必要なものについては、提出できるという

ことで、備前焼振興課は考えております。 

○尾川委員 この間、北前船の２日間に参加させてもろうたんですよ。大体あらましは分かった

んですけど、あと世界遺産を狙うんか、それとも閑谷学校という教育遺産群と六古窯と北前船と

いうことで、ぜひ計画というか、どう日本遺産を継承していくかというか、ＰＲしていくかとい

うことについては、計画書をぜひつくってもらいてえなあと。 

 その前に、来年の計画というか、どう取組されるんか、概要をお話ししていただけたら、要す

るに今のこれまでの活動を踏まえて、これからのどういうふうに方向性を模索していくかという

ことについて。 

○草加日本遺産課長 委員御指摘のお手元にあるのは日本遺産３つになったパンフレットでござ

いますけれども、２７年度、教育遺産群の認定、２９年度、六古窯備前焼の認定、そして昨年

度、北前船寄港地都市の認定を受け、市内に３つの日本遺産が存在することになりました。 

 これを複合的に活用して、集客、誘客につなげていくようなことを考えていき、また今現在、

これは５年度の予算の話になりますけれども、船の建造も行っております。 

 大阪関西万博開幕までに間に合うようなスケジュールで動いておりますので、こういったもの

も活用しながら、旅行会社、また広告宣伝機関ともタイアップをしながら、広く周知をして、備

前市にお越しいただき、備前を堪能していただけるようなものを今後考えてまいりたいと考えま

す。 

○尾川委員 朝鮮通信使なんかの話を聞きょうると、旅行会社というたら言い方は悪いけど、そ

れはそういうコンサル会社が対応して、瀬戸内海、新聞にも書いてあった、韓国から壱岐対馬ぐ

らいは将来的にはその船が、韓国から日本というか、瀬戸内海まで来るという計画もあるよう

で、できるかできんかは別にして。 

 要するに見とって、観光会社に丸投げじゃねえけど、そういう感じになってきとんかなと思う

て、やっぱり専門専門が、企画運営するということが必要なんかなと思うたりするんですけど、

そのあたり、この備前市の場合、３つもあるというたら、唯一というか、珍しいというか、主従

を決めるというんじゃねえけど、３つとも全部取組というのは難しいと思うんじゃけど、そのあ

たりはやっぱり専門家に任せる傾向になるんですか、今後は。 

○草加日本遺産課長 今後の活用展開策につきましてはまだまだ検討していく必要があると考え

ておりますけれども、特に今建造に入ります船の活用につきまして、やはり旅行会社を通じての

企画の募集であったりということは非常に効果があると考えております。 
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 企画をつくる基につきましては、私どもも関連する近隣の市町に協力を求めながら、ただそれ

を広く全国的にＰＲをし、全国からお客様に備前に来ていただき、その際に合わせて備前焼の作

陶体験であったり、また閑谷学校を御覧いただいたりという市内を回遊していただけるような、

そういう活用策が必要であると考えております。 

○尾川委員 やっぱりグループで作業するというかね、そういう連携、要するに各自治体との連

携というのが途中でやめるという、下りたでというのは大変じゃなと思うて。北前船もしかり、

備前市は最近、朝鮮通信使についても途中でやめるという、瀬戸内の市長に一遍聞かにゃあいけ

んわ、何ぼうでも金かかるでというて、その辺の船は出とんじゃから、今さらどこへ行くといっ

たって、帰るわけにいかんのやけど、その辺もよう見定めて、成果が上がるようにね、富裕層ば

あ相手にしてもええんじゃけど、わしはあまり好きじゃねえんじゃけど、そういう言葉は。 

 要するに、これから際限もなしにというんじゃなしに、やっぱりある程度、冷静に判断して、

やっぱりやっていくということと、それから世界遺産が今度は日本で一つに絞るのが２つになっ

たとか、緩和されたとかと、どういう緩和か知らんけど、そういうことも言われとるし、閑谷学

校は昔から世界遺産へというて、難しいのは難しい。そういうことあたりも、要するに、それを

議論してもらって、きちっとした形の計画書をぜひつくって示していただいたほうがね、誤解が

のうてええと思う。 

 やっぱり、やるやると言うて、あっちやって、備前焼と曲げわっぱと同類かなと思うたりね、

そう言ったら大館市に悪いけど、その卑下する意味じゃねえんじゃけどな、大館市の曲げわっぱ

と備前焼と同類にされたらかなわんなというて私は個人的には思うたりする。そう言うたら訂正

せえと言われるかもしれんけど、そういうことで、計画をとにかくきちっとつくって示してほし

いなというのが要望ですわ。 

○草加日本遺産課長 今後の方針について、御意見をいただきましてありがとうございます。 

 もちろん計画をつくることは、必ず必要であると考えております。また、費用とのバランスも

十分考慮しながら検討していく必要があると思っております。 

 また、世界遺産の件につきまして、閑谷学校、日本遺産ではありますが、世界遺産を目指す。

この活動につきましては、社会教育課で継続をしていると聞いておりますので、そこについては

そちらにお任せをいたします。 

○尾川委員 近代化の遺産で世界遺産になったという、例えば八幡製鐵所とか、長崎の造船所と

か、それから韮山の反射炉とかというような、鹿児島の懐古園じゃったかな、要するにそのあた

りにあって、備前市も耐火れんががあるんじゃ。だから、当然入るべき資料はあるんじゃと思う

て、その辺も世界遺産に入れてくれというて、北前船の後から入れてもろうたんじゃけど、当

然、近代化遺産の中へ入っておかしゅうねえようなものなんじゃけど、何でか、政治力がねえん

か、その辺も頭のどこかへ残してもろうて、そういう活動してもらいてえなというのがお願いで

すわ。 
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○青山委員 負担金、それから補助金のところなんですけど、先ほど来、決算書をという話なん

ですけど、ここへ出ているいろんな補助金、負担金について、円単位まで出されているところも

あれば、さっきの備前焼まつり実行委員会補助金なんかは、１，２００万円ぴったりということ

なんですけど、これは何か理由があるんですか。 

 例えば補助金以上のオーバーして支出があって、それはどこかが補填したんで、市が出した

１，２００万円だけでここへ出てきているとか。 

○芳田備前焼振興課長 備前焼まつり実行委員会の補助につきましては１，２００万円というこ

とで、事業費が１，４７３万８，５１１円ということで、それ以外の収入として、協賛金であっ

たりとかスクラッチカードの販売であったりとかということで収入がありますので、最終的に補

助金はゼロ精算になってくるということで、満額出ているような状況です。 

 端数については、先ほどの備前陶芸センターの運営費なんかは最終的にそこまで補助が要らな

いということで、収入があったので端数で精算させていただいているということでございます。 

○青山委員 ほかのところも、そういうような状況、考え方でよろしいんですか。先ほど来、尾

川委員のほうからも、ちょっと余裕を持たせてしてもいいんじゃないかというお話もあったんで

すけど、そういったような、言い方は悪いんですけど、丼勘定で出てきているようなものとか、

それから本当に１円単位までしっかり報告されているとか、その辺はどうなんでしょうか。 

○森本委員長 休憩します。 

              午前１１時４９分 休憩 

              午後 ０時５９分 再開 

○森本委員長 委員会を再開いたします。 

○杉山観光振興課長 補助金につきましては、実績報告書の内容を精査し、支払い額の額を確定

しているところです。 

○中西委員 １５７ページの負担金補助及び交付金、きっちり適宜払われていないというのが私

もびっくりしましたので、１５５ページの委託料のところで、この委託料については、遅れるこ

となく、きちんと適正に支払われているんでしょうねと。一つ一つ、一々、いついつ払ったんか

というのを聞いていくと、これは夜になっても終わりませんので、一括してどう払われているの

かだけ聞かせてください。 

○杉山観光振興課長 観光振興課部分につきましては、委託料については、大体実績の完了を確

認してお支払いをしているパターンがメインになるかと思います。 

○芳田備前焼振興課長 備前焼振興会につきましても、委託料については業務完了後、速やかに

事業委託料をお支払いしております。 

○石原委員 観光費、多岐にわたると思うんですけど、フランスへ２回行かれたと思うんですけ

れども、もう一度確認をさせてください。 

 幾ら、フランス渡航に関してはかかっておるのか、総額で結構です。 
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もろもろ、手土産だとか。 

○芳田備前焼振興課長 旅費でいきますと、６６６万６，２５２円が旅費で出ております。あわ

せて、秘書の吉田課長がフランスへ行かれたやつが６３万５，９９６円旅費として出ておりま

す。 

 それと、イベント参加負担金補助及び交付金のイベント参加負担金といたしまして、北前寄港

地フォーラムｉｎパリの参加負担金として、４１５万７，８４８円を支出しております。 

 それと、報償費の中の記念品といたしまして、北前船寄港地フォーラムｉｎパリの記念品とし

て１２１万７，４００円と手土産代として６５万円。あとは、海外販路開拓用として手土産で２

４万４，１００円を支出しております。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次は、１８８ページの１０款教育費、６項社会教育費、１目社会教育総務費から、最後２０７

ページ、１３款諸支出金、２項基金費、１目積立金までを範囲といたします。 

○中西委員 ８８ページから１９１ページ、一部となっているんですけども、ここの担当では、

どこがここの担当課になりますか。 

○山本スポーツ振興課長 文化スポーツ部のスポーツ振興課と文化振興課の担当になっておりま

す。 

スポーツ振興課が担当しているのが、第７項の保健体育費の中の、ページが２００。 

○岡田文化振興課長 文化振興課は、１８８ページから１９１ページの１０款教育費、６款社会

教育費で１目社会教育総務費の中の報償費と旅費と需用費、委託料負担金になっております。 

○中西委員 報償費の記念品がそうでしたね。委託料はどれが対象なんでしょうか。 

○岡田文化振興課長 記念品等で３，３００円の決算額は、文化振興課になります。 

 委託料は、行事企画運営委託料の４９万円と講演会講師派遣委託料の決算額が１４５万４，２

００円です。 

○中西委員 この行事企画運営委託料というのが、ミュージアムのやつでしたか。 

○岡田文化振興課長 ４年度新規で始めましたスクールコンサート派遣運営事業というものにな

ります。 

 市立のこども園と保育園の１０園で、ミニコンサートを行っていただくためのものです。 

○中西委員 その下の講演会講師派遣委託料は何でしたっけ。 

○岡田文化振興課長 こちらも４年度の新規の事業で、備前市総合芸術文化祭の中で、講演会と

しまして、４年度ですと岡山フィルハーモニック管弦楽団の演奏会と落語で桂雀々さんの公演を

したものでございます。 

○青山委員 ２０１ページです。保健体育総務費の１節報酬、新規でスポーツアドバイザー報酬

というのが６０万円上がっているんですけど、人数とか内容、効果について教えてください。 
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○山本スポーツ振興課長 重友梨佐さんに、備前市のスポーツアドバイザーに令和４年度からな

っていただきまして、市の陸上関係の教室等でアドバイザーとして活動していただいております

ので、それに対する報酬でございます。 

○青山委員 １回で６０万円ということなんですか。 

○山本スポーツ振興課長 １回について１万円で報酬を出させていただいておりまして、年間で

は６０回、令和４年度は活動していただきました。 

○青山委員 どこでやられたんですか。 

○山本スポーツ振興課長 メインでは、久々井の陸上で、教室をしていただいておりまして、参

加をしていただいております。 

○青山委員 教室という形で、年間通して、月の第何週とか、何かそんなようなところでやられ

たんですかね。 

○山本スポーツ振興課長 教室というような形ではないんですけども、陸競の活動がありますの

で、週に１回ペースで参加をいただいております。 

○青山委員 ほかに、例えば部活動の地域移行でアドバイザーといいますか、岡大の先生に来て

もらったんじゃないですか。岡大の先生に来てもらって、アドバイザーをやってもらったと思う

んですけど、それはここには入っていないんですね。 

○山本スポーツ振興課長 こちらのスポーツアドバイザー報酬につきましては重友さんだけが対

象になっております。 

○中西委員 ９８ページの委託料については、速やかに直ちにお支払いをしていると思ってよろ

しいですか。 

○片岡文化事業推進課長 事業完了後、速やかに支払いをさせていただいております。 

○中西委員 繰越明許が出ていますけど、ミュージアムかなと思うんです。 

 その下の事故の繰越しというのは、これは何なのでしょうか。 

○片岡文化事業推進課長 現在、建設で進めさせていただいております備前焼ミュージアムの建

設用地の測量、分筆、登記業務委託を行っておりましたが、その土地の測量に当たって、隣接す

る民地及び道路等の境界の確定に当たって、その協議が若干長引きまして、年度末ぎりぎりまで

協議を行って、年度末ぎりぎりに登記申請を行ったんですが、法務局様の事務が年度をまたがっ

たもので、事故繰越という格好になっております。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 担当課入替えになりますので、全体を通して。 

○中西委員 ２０２ページの体育施設費の繰越明許と事故繰越についてお聞かせください。 

○山本スポーツ振興課長 繰越明許につきましては、１３の委託料、このうち８００万円が吉永

町Ｂ＆Ｇの体育館の耐震化の業務委託のほうを繰越ししております。 
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 それから、１５工事請負費なんですけれども、こちらの繰越明許が伊部のインクルーシブ複合

遊具の工事、それから日生体育館の自家発電の消防設備の工事、それから久々井の運動公園の事

務室のエアコンの改修工事が該当になっております。 

 事故繰越は、日生のスケートボード場の工事の工事費が事故繰越となっております。 

○中西委員 久々井のインクルーシブだとか、日生の体育館というのはありますけども、日生の

体育館はどうして繰越しになったんでしょう。 

○山本スポーツ振興課長 当年度で、入札が行えなかったので繰越しになっています。 

○中西委員 理由にならない。 

 課長の権限を越えたところでなったということだと私は理解しときます。 

 久々井のエアコンは、これはどうしてでしょう。 

○山本スポーツ振興課長 こちらも発注が。 

○中西委員 答えが同じだということで理解します。 

○尾川委員 ２０３ページ、テニススクール運営委託料１１万円、これはだんだん下がってき

て、何かあれだけの設備があるのにね、参加者がどのくらいなんかということと、それから今後

について、当初予算も１１万円か。令和５年もね。もっと力を入れるような、あれだけのテニス

コートがあるんですから、どんなんですかね、その辺は。 

○山本スポーツ振興課長 秋のスポーツフェスティバルのところでイベントとしてスクールを開

催させていただいていますので、そちらの委託料にはなるんですけれども、テニスコートももっ

と利用促進できるように、努力していきたいと思います。 

○尾川委員 このテニススクールというたら、６月か７月頃にあるのと違うん。募集しょうる

が、あれとは違うんかな。 

○山本スポーツ振興課長 このテニススクールはそちらではなく、フェスティバルの中でのイベ

ントとしてテニススクールを開催していますので、そちらの委託料になります。 

○尾川委員 テニス連盟、あるんか、ねえんか、知らんのじゃけど、ちょっとしっかり頑張って

もろうて。 

 あれだけの設備があるんでね、山本選手みたいなのが、またテニスに出りゃええと思うとんで

すけど、どんなですか。 

○山本スポーツ振興課長 利用がまた進むように努力していきたいと思います。 

○中西委員 ２０２ページ、体育施設費委託料ですけど、同じことをお伺いさせてもらいます。 

 事業が終われば速やかに委託料が全部支払いをしていると思ってよろしいですか。 

○山本スポーツ振興課長 事業が終われば速やかに支払いさせていただいております。 

○中西委員 この中で体育施設指定管理料というのがありますけど、これなんかは、年度当初に

やっぱり支払いをしてしまうものなんでしょうか。 

○山本スポーツ振興課長 こちらのほうは、毎月末にお支払いをしております。 
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○石原委員 ２０３ページの負担金補助及び交付金、市の体育協会補助金がございますけれど

も、こちらはいつ交付がなされたんでしょうか。 

○山本スポーツ振興課長 令和４年７月８日に支払いをしております。 

○石原委員 それも規則か要綱にのっとってという形で、概算払いで交付がされて、規則にのっ

とって年度末に精算がされてという手続でよろしいでしょうか。 

○山本スポーツ振興課長 結構です。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

 質疑漏れ等、全体通してはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 説明員入替えのため、暫時休憩します。 

              午後１時２３分 休憩 

              午後１時３８分 再開 

○森本委員長 委員会を再開いたします。 

 今からは産業部、都市整備部、各総合支所の審査に入ります。 

 所管別分類表は９ページを開いてください。決算書は１８ページをお開きください。 

 範囲を指定します。 

 １８ページ、２款地方譲与税、４項森林環境譲与税から、２７ページ、１５款使用料及び手数

料、１項使用料、７目土木使用料までを範囲といたします。 

○尾川委員 １９ページの森林環境譲与税、９９０万円入ったということなんですけど、その後

もこのくらいの金額が入ってくるんですか。 

○岡村農政水産課長 こちらの森林環境譲与税の譲与額ですが、これは国全体のお話になります

が、令和５年度までが５００億円、令和６年度以降は６００億円となっております。 

○尾川委員 備前市はどねえなん、森林面積広えんじゃけど、新聞には森林面積が少ない都市部

にも多額配付というて書いて、大分、ほんなら配付の方法が変わってきて、この金額が下がって

くると理解したらええわけ。それは分からんの。 

○岡村農政水産課長 備前市自体は確かに森林面積はたくさんあるんですが、人工林の面積とい

うのは県内でもそんなにたくさんあるほうではありません。 

 あと、人口割合もありますので、そのあたりで令和６年以降の譲与額が増えるか減るかという

のは、今のところ情報は入っておりません。 

○尾川委員 歳出にも絡むんじゃけど、令和４年度については９９０万円交付されたということ

なんじゃけど、その使途というのも、一応基金を見りゃええがなというけど、どういうふうに今

後運営していこうと思うとんか。その辺を聞かせてもらえたらと思うんですけど。 

○岡村農政水産課長 こちらの森林環境譲与税なんですが、まずは森林管理制度の調査委託料、

それから森林環境整備事業、今まででしたら、つながりの森の舗装工事だとか、それから大滝山
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の支障木の伐採委託、それから大多府の森林整備、こういったのに令和４年度中は、この譲与税

を充てておるところでございます。 

○尾川委員 無理して使わあでもね、変な道とは言わんけど、へえよりみんなに返しちゃったほ

うがええんじゃねえかなと思うたりするんじゃ、そんなことはできんのんかな。 

○岡村農政水産課長 森林の整備というような形で使っていくような形になるかと思います。 

○尾川委員 みんなから取るんじゃからな、赤子からも。だから、慎重に使うて大事にしてもろ

うて、金利もならんけどな、今は。利子もつかんけど、基金でも積み立ててもろうて、使わにゃ

あおえのんかもしれんけど、その辺慎重にね、ただあるから使やあええというもんじゃねえと思

うんで、わしはどっちかというたら県北にな、もっと本当に森林じゃあと、森林大事にせにゃあ

いけんと困るところへ持っていっちゃってね、そのほうがわしは公平じゃと思うたりすんじゃけ

どな。そやけど、都会も黙っとったらもらえんから、出せというて言ようるけどな、だからやっ

ぱり要らんことに金を使わずに、もっと大局的な見方で、きちっと使うてもらいたいというの

が、わしは個人的な願いじゃな。 

○岡村農政水産課長 備前市でも、吉永には森林がございます。 

 それから、三石だとか、そういったところでも人工林はありますので、そういった人工林を市

に任せたいというような形で意向調査でそういったのがまとまれば、ある程度のまとまり、林班

ごとにそういった森林の整備、伐採等々の作業もこれからしていくようには考えておるところで

ございます。 

○尾川委員 やっぱりきちっと大事に使うてもらわにゃあ、税金なんじゃから。本当、みんなか

ら取るんじゃからな、公平に。公平かどうか知らんで。だから、大事に使うて慎重にね、何でも

あるから金使うというんじゃなしに、きちっとしてもらいてえというのが願いじゃな。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次は２８ページ、１５款使用料及び手数料、２項手数料、５目農林水産業手数料から、４７ペ

ージの１７款県支出金、３項県委託金、７目土木費県委託金までを範囲といたします。 

○青山委員 ２９ページの５目農林水産業手数料、１節の農業手数料、開栓手数料２，５００円

上がっとんですけど、どういったことをやる手数料なんでしょうか。 

○小川吉永総合支所長 八塔寺ふるさと館と八塔寺山荘の開栓の手数料となっております。 

 ふるさと館は２５ミリで１，５００円、山荘が１３ミリで１，０００円となっております。 

○青山委員 どなたかに委嘱してやっていただいているんですね。 

○小川吉永総合支所長 上下水道課にお願いをしております。 

○尾川委員 ３５ページの土木費国庫補助金、都市計画総務費補助金、住宅市街地総合整備事業

補助金１２５万円、これはどういうことに使われるのか。 

○岡村土地住宅政策課長 空き家対策総合支援事業補助金ということで、空き家の除却の工事に
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対する補助になります。 

 こちらが、国の２分の１補助ということでして、対象１件当たり５０万円の２分の１、２５万

円に５件分が実績として上がっておりまして、トータル１２５万円となっております。 

○尾川委員 件数を。 

○岡村土地住宅政策課長 ５件です。 

○中西委員 ４６ページの商工費県委託金、観光費委託金、ダム施設管理委託金なんですけど

も、どういうものにこのお金は充てられているんでしょうか。 

○小川吉永総合支所長 八塔寺ダムのすぐ近くにある八塔寺ダム公園の県が所有をしているダム

を管理する委託金で、１００％県からお金をいただいて、１００％、そこの管理者、業者に出し

ております。 

 内容につきましては、草刈りを年に２回、それとごみ拾いが年に１２回、それから植栽の剪定

とか伐採とか肥料をあげたりするのが随時ということと、それから多目的広場とか、多目的広場

がありますんで、そこの草刈りを年に２回行うということであります。 

○中西委員 どこへ委託をしておられるんですか。 

○小川吉永総合支所長 備前市施設管理公社です。 

○中西委員 八塔寺ダムの維持管理ということですけども、このダムについての管理する協議会

はあるんでしょうか。 

○小川吉永総合支所長 ダムに関する協議会はあります。実際に、年に二、三回程度、紅葉会館

でダムの管理について会議がありまして、参加しております。ダムの管理は岡山県であります。 

○中西委員 岡山県の広域水道企業団が管理をしているんでしょうか。 

 その会議というのは、県の水道企業団が招集して、関係者が集まっているということですか。 

○小川吉永総合支所長 当然、ダムの水ですから、その中に水利権とか営業水利権とか慣行水利

権とか、いろいろなものが混ざっています。それに関する関係者が、会議に集まっております。 

○青山委員 ４３ページの５目農林水産業費県補助金の５節林業振興費補助金、ここに有害獣の

捕獲強化対策事業補助金があるんですが、どのくらいの効果というんか、捕獲量とかというのが

あったんでしょうか。 

○岡村農政水産課長 令和４年の実績でございますが、まず駆除期間でございますが、イノシ

シ、鹿、小動物を合わせまして１，６７８頭、それから猟期が、鹿、イノシシ、小動物合わせま

して９３３頭、合わせて２，６１１頭の捕獲実績でございます。 

○青山委員 その下の鳥獣被害防止総合対策交付金は何件くらい使われたんでしょうか。 

○岡村農政水産課長 先ほどお伝えしました猟期以外のところにこの交付金を充てておるような

形でございます。 

○青山委員 以前は農業振興費補助金の中に農作物獣害防止柵、施設設置補助金というのがあっ

たんですけど、令和４年度は上がってなくて、林業のほうにこういったのが上がっとんですけ



- 30 - 

ど、農業をされている人がこの補助金を使おうと思ったら、林業のこれを使うようなことになっ

とったんでしょうか。 

○岡村農政水産課長 以前、農業費で上がっとったものは、浦伊部地区で広域にワイヤーメッシ

ュで囲むというような事業をやっています。 

 その事業をする際に、事前に岡山県に協議をしまして、その結果、補助金を活用して整備を行

ったということで、令和２年、３年で、そのような歳入を上げていたと記憶しております。 

○青山委員 例えば地区で、たしか３人以上とか２人以上とかで申請すると、柵なりつくる補助

をいただけるというものというのは、どこかでやられとんですか。 

○岡村農政水産課長 歳出では出てまいりますが、この防護柵の設置につきましては単市の財源

で設置を図っております。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次、４８ページ、１８款財産収入、１項財産運用収入から、５５ページ、２０款繰入金、２項

基金繰入金、２４目の森林環境譲与税基金繰入金までを範囲といたします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ５６ページ、２２款諸収入、３項貸付金元利収入、６目労働融資貸付元利収入から、最後、６

５ページ、２２款諸収入、５項雑入、５目雑入までを範囲といたします。 

 別紙２を参照にしてください。 

○松本委員 ６５ページ、商工費雑入、大多府海水浴場施設使用料１万２，０００円ですけど、

去年は４，４００ぐらいですけど、大多府の海水浴場というのはどこを指すんですか。 

○竹林日生総合支所長 宮ノ下の海水浴場となります。 

○松本委員 あれは海水浴場ですか。 

○竹林日生総合支所長 はい、海水浴場です。 

○松本委員 トイレもシャワーも何もないですよ。 

○竹林日生総合支所長 トイレもシャワーもございます。 

○松本委員 あまり機能していないような気がして。 

 それと、外輪の海水浴場には、いつも砂補で６５万円ぐらいで整備するけど、ここはなぜこれ

ぐらいしか、そういう、海水浴場として体をなすというか、シャワーとトイレがどうのこうのと

言うけど、どうして外輪だけして、大多府はしないんですか。 

○竹林日生総合支所長 令和４年度に関しましては、コロナの影響で、両海水浴場はサメよけネ

ットのみの設置とさせていただいております。 

 令和５年度に関しましては、コロナ明けということで、海岸の敷きならし等も行わせていただ

いております。 

○松本委員 それはいつしたんですか。 
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○竹林日生総合支所長 今年度につきましては、７月１５日前後に、敷きならし、サメよけネッ

トの設置はさせていただいております。 

○尾川委員 予算決算審査委員会資料で、特公賃と市営住宅の関係で、収納状況を見たらちょっ

と下がっとんじゃないかなと思うたりすんですけど、どういう状況かということを、いろんな手

だてをされて徴収、収納されとると思うんですけど、その辺、概要を説明してもらえたらと思う

んですけど。 

○岡村土地住宅政策課長 お配りしています資料ですけれども、まず市営住宅につきましては、

現年分が、収入済額が２，７７８万４，３００円と、調定に対しまして８８．８％になっており

ます。 

 昨年度と対比しましたら、若干ですけども、昨年度が８８．３９％と、若干ちょっと上がって

はいるんですけども、大体９０％前後で推移しているような状況です。 

 それから、特公賃につきましては、２枚目になります。現年につきましては８０５万８，１０

０円ということで、収納率としましては８３％となっております。 

 こちらにつきましては、前年対比が３年度８９．０１％と約６％収納率が下がっております。 

 下がっている要因としましては、やっぱり入居者の人数が減っているとか、あと昨今の経済状

況などのことで、なかなかお支払いしたくてもできない方とか、そういう相談の中でその辺で収

入の未済額が残っているような状況となっております。 

○尾川委員 いろいろ徴収でね、前、話題になったことがあるんです。スムーズに、結果的には

こういう数字になっとんですけど、スムーズに事務処理はされとんですか。 

○岡村土地住宅政策課長 一応、毎月支払いができない場合は、市から督促状などを送らせてい

ただいてはいます。それとあわせて、弁護士事務所に債権回収の委託をさせておりまして、そち

らのほうも、滞納者の方で払える範囲だとは思うんですけども、それで一応納めていただいてい

るというようなことです。 

○青山委員 ６５ページの農林水産業費の雑入の中の備前市農業再生協議会事務負担金、どのよ

うなことをしているのか教えてください。 

○岡村農政水産課長 水田活用の直接支払いの交付金事務や、それから産地交付金等々の事務を

行っております。 

○青山委員 事務費のみですか。再生協議会自体がどのようなことをしているのかというのが知

りたかったんですけど。 

○岡村農政水産課長 例えばですけど、麦とか大豆、それからＷＣＳ、飼料米、米粉用米、こう

いった対象作物を作った場合に、農業者に交付金を支払って支援をしておるというような形でご

ざいます。 

 それからまた、産地交付金につきましては、備前市で対象の品目を定めておりまして、例えば

ナス、スナップエンドウ、キュウリ、白ネギ、ニンニク等を作られた場合は、１反当たり２万円



- 32 - 

お支払いをする。それから、ピーマン、ホウレンソウ、ブロッコリー、トウモロコシ、里芋、ト

マト、コマツナ、ネギ、カボチャ、バレイショ等々を作った場合は、１反当たり１万円、またイ

チジクやブドウ、オリーブを栽培した場合は、１反当たり３万円、こちらは新植から３年間に限

って補助を出すというような形で支援をしておるところでございます。 

○青山委員 昨今、私の周りでも、高齢化であったり、あるいは後継者がいないということで、

墓じまいじゃないですけど、田んぼ、畑じまいをされております。 

 今のをお聞きすると、水田を要するに畑に変えるということに対する補助と捉えたらいいんで

すか。 

○岡村農政水産課長 水田を畑に変えるではなく、水田を活用してそういった畑作をやるといっ

た事業でございます。 

○青山委員 活用するというのは、その田んぼ自体をさっき言われたような野菜であったり果物

であったり、そういったようなものに転用することへの補助金と考えたらいいんですか。 

○岡村農政水産課長 ５年に１回、水張りをしなさいというようなこともございますので、永久

的に畑に変えるんではなく、ブロックローテーションで耕作をしていくというような形になると

ころでございます。 

○青山委員 要は、休耕田の荒れ地をつくらないというために、そういったような方法がありま

すよ、補助しますよという捉えでよろしいんですかね。 

○岡村農政水産課長 はい、耕作放棄地の対策の一つにはなるかとは思います。 

○松本委員 ５年に１回、水を入れんと条件に合わないということですか。必ずしないといけな

いということですか。 

○岡村農政水産課長 この補助金をいただくに当たって、国からは水張りをしなさいというよう

な指導が下りております。 

○松本委員 水張りを誰が監視するんですか。監視すると言うたらおかしいけど。どの程度水を

張った。 

○岡村農政水産課長 水張りイコール水稲の栽培というような形にはなるかと思います。 

○西上委員 関連ですいません。ＪＡ晴れの国岡山の農業振興計画に基づいて、これもやられと

る事業で、あの県の転作物として、重要品目に先ほど言われました飼料用米、飼料用米は大規模

農業に適しとると思うんですけれども、飼料用米も備前市内では作付されとんですか。 

○岡村農政水産課長 面積のほうは、今数字を持っておりませんが、備前市内で飼料用作物を作

っていただいている方というのは何人かいらっしゃいます。 

 大規模に作られておる方が、この飼料用米に取り組んでいる方が多いかとお聞きしておりま

す。 

○森本委員長 歳入を終わらせていただいてよろしいでしょうか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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 それでは、歳出に入らせていただきます。 

 所管別分類表は１０ページです。決算書のほうは７０ページをお開きください。 

 範囲を指定します。 

 ７０ページ、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１節の一部から、８１ページ、

２款総務費、１項総務管理費、６目企画費の一部までを範囲といたします。 

○奥道委員 ７０、７１ページ、一般管理費の一部というのはどこどこになるんか。 

○岡村農政水産課長 会計年度の職員報酬ということで、聞き書き甲子園の地域発表会バス運転

手の報酬、それからひなせかき祭のシャトルバス運転員の報酬、こちらは３名分、合わせまして

決算額４万３，５２０円を計上させていただいております。 

○石原委員 ８１ページ、委託料、企画政策調査委託料について内訳をお願いします。 

○祇園市街地活性化政策課長 １，８８１万円の内訳ですが、令和４年度、現年度予算で、ＪＲ

伊里駅の活性化等概略検討業務委託が２７５万円、それと繰越しの予算でＪＲ日生駅、吉永駅活

性化等概略検討業務委託料で１，０６７万円、それともう一つ、ＪＲ西片上駅舎改修概略検討委

託料として５３９万円、この３つの委託料になります。 

○石原委員 それぞれ委託先はどちらですかね。 

○祇園市街地活性化政策課長 ３件ともＪＲコンサルタンツです。 

○奥道委員 西片上駅舎云々ということを伺ったんですが、その成果はどんな感じですか。 

○祇園市街地活性化政策課長 委託名称にもあるように、概略検討ということで、ＪＲと協議す

るための資料を作成しております。それにつきましては、西片上駅舎がバリアフリー化できてい

ないことに対する対策がどんなことができるか、それと、緑陽高校生が日々多く使われているん

ですけども、トイレが汚かったり、駅舎内が利用しにくかったりというのをどういう活用ができ

るかというような検討業務を行っております。 

 まだ具体的な平面プランとか内容までは詰めていない段階ですけども、そういった概略検討を

行った委託になります。 

○奥道委員 ほかの駅もそうなんですけど、特に西片上駅の場合は、やっぱり緑陽高校の生徒が

日常的に使う駅ですから、本当に急いでいただいたほうが僕はええと思うとんで、ぜひよろしく

お願いいたします。 

○森本委員長 次の範囲に行かせていただいてよろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次、１２８ページ、４款衛生費、１項保健衛生費から１５款労働費、２項労働諸費まで、１４

１ページまでを範囲といたします。 

○尾川委員 １２９ページ、繰出金で飲料水供給事業特別会計繰出金１，９４７万６，０００

円、昨年に比べたら下がっとんですけど、その辺の減額理由を教えてもらえたら。結果的にそう

なっとんかどうか。 
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○池本上下水道課長 飲料水供給事業特別会計につきましては、昨年度、前年からの繰越金を利

用いたしまして繰上償還を行っております。その関係で、一般会計からの繰出金というのも減額

できているという内容になっております。 

○森本委員長 ほかの方、よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次は、１４０ページ、６款農林水産業費、１項農業費から１５３ページ、６款農林水産業費、

３項水産業費までを範囲といたします。 

○尾川委員 １４１ページ、労働費の委託料でリフレセンター指定管理料、リフレセンターびぜ

んか、それから勤労者センター指定管理料４４０万円、これは結構いろいろ御協力いただいて、

管理がどういうふうに、節約もせにゃあいけんのですけど、そんなんで、特にトラブルというの

はないんですか。こんなもんで何とかスムーズに運ばれとるというか、利用できていきょうんで

すかね。 

○坂本産業振興課長 リフレセンターびぜん、それから勤労者センターにつきまして、この指定

管理料が、３年間、債務負担行為で金額を指定しておりますが、この令和４年度につきまして

は、約２割程度減額しておりましてこの金額となっております。 

 指定管理の相手先は施設管理公社でございますが、何ら問題がないように管理をしていただい

ていると認識しております。 

○尾川委員 コロナ禍でかなり利用者が少なくなって、そのあたり、その金額を下げて、利用者

が減ったとか、そういうことは感じられていないですか。結構、掃除の回数が減ったとかトイレ

の紙が少のうなったとか、どうされとんか、具体的には知らんですけど、そういう不具合が出

て、苦情なんかは出とらへんのんですか。 

○坂本産業振興課長 苦情は一切伺っておりませんが、利用者数ということで言いますと、令和

２年度、３年度と比べますと約７，０００人増えております。リフレセンターびぜんでございま

す。 

 それから、勤労者センターにつきましても、２，２００人ほど、令和４年度は増えているとい

う状況で、徐々に利用者も帰ってきているという状況かと思います。 

○尾川委員 勤労者センターもかなり老朽化しとんじゃねえかと思うんですけど、そのあたりの

考え方というのは。 

○坂本産業振興課長 勤労者センターにつきましては、昭和５７年の開設から４１年が経過して

おります。 

 個別施設計画ではもう廃止という方向性を出しているところです。 

 現状、この令和５年度が指定管理の最終年となっておりますので、次年度以降の運営形態を今

後検討してまいりたいと考えております。 

○藪内委員 １４９ページ、２目林業振興費、１３節委託料、不用額８１万３，６７４円、委託
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期間の短縮及び委託先変更による減額とありますが、内容を詳しく。 

○森本委員長 休憩します。 

              午後２時３２分 休憩 

              午後２時４２分 再開 

○森本委員長 委員会を再開いたします。 

○岡村農政水産課長 ８１万３，６７４円の不用額の理由でございますが、三石の有害鳥獣の処

理施設がございます。そちらの処理施設が５か月間、機械が壊れていたため稼働しておりません

でした。 

 それから、この処理施設の委託を岩元清掃舎に今までやっていただいとったんですが、年度の

途中から猟友会さんにこちらの施設の管理委託をお願いしたことによりまして、委託料１万円掛

ける７か月、５か月間動いておりませんでしたので、７か月掛ける３つの分会に依頼しておりま

して、２１万円の委託料でお願いをしたことによりまして、残額が発生しております。 

○中西委員 １４４ページ、農業振興費の負担金補助及び交付金、不用額が少し発生しているん

ですが、不用額調べですと、資材価格高騰対策支援補助金交付実績が見込みを下回ったためとい

うことで書かれています。 

 実績からしても不用額はかなりの金額になっていますんで、もともとの対象者が備前市の場合

は少なかったのか、それともこの支援の補助金が受けにくいような支援補助金だったのかどうな

のか、お聞かせ願いたいと思います。 

○岡村農政水産課長 当初予算の時点では、３万円掛ける３００件、それから５万円掛ける１５

０件、合計４５０名で予算計上をさせていただいておりました。 

 実際に、この事業を実施しましたら、１４７名の申請ということで、執行率が４９％というよ

うな形になったことから、残が発生しております。 

○中西委員 見込みよりも対象者が少なかったというようなことなんでしょうか。 

○岡村農政水産課長 税の申告で、対象者を絞っておりましたが、実際に申請が出たのは先ほど

申した１４７名というような形になったところでございます。 

○中西委員 １４６ページの工事請負費、繰越明許が４００万円、不用額が５０２万２，３００

円、実績が当初の見込みを下回ったためということなんですが、不用額と繰越明許のところの理

由についてお聞かせ願いたいと思います。 

○藤森建設課長 工事請負費につきましては、単独事業ということで予定しておりましたが、地

権者との協議により不測の日数を要したということで、井田水路が予定ほどできておりません。

ということで、不用額が４７３万５，０００円ほどあっております。 

○中西委員 山村振興費の委託料については、速やかに委託料は支払いをしておられるものなん

でしょうか。 

○小川吉永総合支所長 浄化槽の維持管理から消防点検、施設の清掃、施設の管理、それから簡
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易水道の委託料、それから八塔寺ふるさと農園の指定管理料、全て速やかに支払いを行っており

ます。 

○中西委員 １４８ページ、林業振興費の需用費、不用額の金額が目立つんですけども、どうい

うことなんでしょうか。 

○小川吉永総合支所長 吉永の総合支所分は修繕料の３件で７９万７，５００円で、ほかの部分

につきましては、ほかの課の担当であると考えております。 

○藤森建設課長 建設課では、修繕料ということで見込んだ金額よりも件数が少なかったという

ことで、不用額が２９万円ほど上がっておるということでございます。 

○岡村農政水産課長 農政水産課ですが、修繕料は需用費の修繕料で、頭島支所の研修室の電灯

修理ということで１７万６，６００円の残ということで上がっております。 

○中西委員 林業振興費の下の委託料も速やかに支払いはされていると思ってよろしいですか。 

○小川吉永総合支所長 吉永の支所分については速やかに支払われております。 

○岡村農政水産課長 三石の施設管理委託料、森林管理調査委託料、森林等環境整備事業委託

料、ナラ枯れ被害防止対策総合対策事業委託料、こちらの委託料につきましても速やかに執行し

ております。 

○尾川委員 １４９ページの委託料、筆跡鑑定業務委託料が２４万２，０００円上がっとんです

けど、簡単な内容と、それからまだ継続しとんかどうか状況を説明してください。 

○藤森建設課長 この件につきましては、係争中でございまして、詳しい事情は控えさせていた

だけたらと思っております。 

 昨年度は簡易鑑定を上げさせていただきまして、今回は本鑑定料ということで２４万２，００

０円ということで計上させていただいております。 

○尾川委員 まだ今後も続く可能性はあるんですか。 

○藤森建設課長 係争中でございますので、その辺は御配慮をよろしくお願いいたします。 

○奥道委員 １４７ページの農地費の委託料、１３節委託料のハザードマップという文字が見え

るんですけども、昨年度も実は７００万円ほどかかって、今年も７１０万円、これは毎年これを

作っているということになるんですか。 

○藤森建設課長 このハザードマップにつきましては、毎年、計画的に行っておりまして、令和

３年度にも１８池を行っております。令和４年度、昨年度は２３池、７マップということで、少

しずつ進んでいっているというような状況でございます。 

 国の補助金をいただきまして、地元と一緒に協議しながらハザードマップを作っている状況で

ございます。 

○奥道委員 市内の各池について、順次、毎年毎年、積み重ねていっているという状況でいいわ

けですね。 

○藤森建設課長 さようでございます。 
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○丸山委員 １４９ページの１節報酬、鳥獣被害対策実施隊員の報酬は何人分ですか。 

○岡村農政水産課長 こちらの実施隊ですが、備前分会が１０名、吉永分会が１０名、日生分会

が３名、２３名プラス私が実施隊の隊長というような形で、計２４名で形成されております。 

 ２，０００円掛ける５１日で１０万２，０００円ということで、決算は上げさせていただいて

おります。 

○立川委員 １４９ページ、林業振興費の１３節委託料、ナラ枯れのことなんですが、被害拡大

防止総合対策事業委託料、委託先はどこなんかなと、内容はどうなのかなということをお聞かせ

いただければ、２９７万円。 

○岡村農政水産課長 委託先でございますが、美作東備森林組合でございます。 

 令和４年度の実施した面積、立米数ですが２４立米を処理しております。 

○立川委員 ナラ枯れの状況について触れていただければと思うんですが。 

○岡村農政水産課長 令和３年度から、ナラ枯れ被害が確認されて、令和３年、令和４年、それ

から今年度、令和５年と３か年、ナラ枯れ対策をやっているところでございますが、昨年、２４

立米、伐倒薫蒸を行ったんですが、今年度につきましても、また被害が拡大をしとるような状況

でございます。 

 今年度も、道路沿いの危険木を中心に伐倒薫蒸をこれからやっていくところでございます。 

○立川委員 先ほどの事業の委託の内容は伐採に限るということなんでしょうか。例えば薬を入

れるとかも入っとんでしょうかね。 

○岡村農政水産課長 薬剤を木に入れるというやり方もございますが、もう既に枯れとる木とい

うのは、カシノナガキクイムシが入っているということから、伐倒薫蒸をまずはやるという形で

今進めているところでございます。 

○立川委員 今、ちょっと増える方向やというお話を聞きましたんで、ぜひ早めに手を打ってい

ただけたらと思います。 

○森本委員長 ほかにありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次は１５２ページから１５９ページ、７款商工費、１項商工費が範囲です。１５２から１５９

です。 

○中西委員 １５２ページ、漁港建設費の負担金補助及び交付金、不用額が出ていますけども、

これは県の漁港整備工事の一部が実施されなかったことによる負担金の減額という、なぜ県は全

部できなかったのか、その理由についてお聞かせください。 

○森本委員長 時間が要る。はい、時間が要るそうなので、すみません。 

○尾川委員 商工費、企業誘致とかそういう商業奨励金交付という、新規創業者数のこの行政評

価シートを見させてもらったら、新規創業者数が、令和４年度が５件と、目標７とあったんです

けど、そのあたりについて助成金も絡めての説明をお願いしたいんですけど。どういう評価され
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とるかということを。 

○坂本産業振興課長 行政評価の新規創業者というところでございますが、令和２年、３年のあ

たりが、やはりコロナがかなり厳しかった時期といいますのは３人と１人ということで、少なか

ったということで、令和４年は５人まで回復しております。 

 そういった中で、市としましては、やはり新規創業は大事であると考えておりますので、今後

も、何か支援策を検討していきたいと考えております。 

○尾川委員 制度を私もきちっと認識してないんですけど、制度の見直しなんかとか、あるいは

対象者をどうするとか、そういう検討というのはなされておるんですかね。 

○坂本産業振興課長 この創業奨励金の制度といいますのが、年１回実施しております創業塾の

受講者に対しまして、１件当たり１０万円ということで交付させていただいております。 

 この創業塾が年１回しかやっていないという状況から、もう少し開催してほしいというような

御意見もいただいておりまして、そういう中で、商工会さんのほうで、そういった創業塾に代わ

る支援というものをしていただきまして、それに伴いまして、この奨励金を出せるような、です

から新規創業を後押しするようなことを今考えてやっていただいております。 

○尾川委員 私も、創業塾というんがバリアになっとるような気がするんですが、それが簡単に

何でかんでも金出すというて、１０万円じゃからというて、安いだけと言うと怒られるんじゃけ

ど、もうちょっと創業塾のというのが一つの、バリアもつくらにゃあおえんのんじゃろうけど、

何か障害になっとって、その辺もぜひ見直ししてもらいたいんと。 

 それと絡んで、空き店舗の解消数も、令和４年も１件で、かなり備前市全体で１件じゃからち

ょっと寂しいなあという感じはすんですけど、そのあたりのお考えというのは。創業塾も見直し

せにゃあいけんというのと一緒で、問題意識を持っとられるんかどうか。 

○坂本産業振興課長 商業振興対策事業補助金という一くくりにさせていただいておりますが、

この新規創業に係るもの、それから既存店舗のリフォーム、それから空き店舗の活用、こういっ

たものに対しまして補助をさせていただいております。 

 ここ数年、やはり低迷していると私も考えております。この令和４年、令和５年という意味

で、件数が少ないと感じておりますが、このコロナの時期に、交付金を充てましてかなりの事業

所、店舗が、このリフォームというものを実施しております。その際には、補助率を３分の１だ

ったものを３分の２に引き上げたということもありまして、今回、この令和４年度という部分で

言いますと、件数が少ないのかなと感じております。 

 今後も、こういったニーズをつかみながら、補助事業なり、支援策というものを考えていきた

いと思います。 

○中西委員 １５４ページの観光費の委託料、必要に応じて、速やかにこの委託料というのは支

払いがされていると思ってよろしいでしょうか。 

○竹林日生総合支所長 日生部分につきましては、各年度計画により、支払い回数が決まってお
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りますが、そのとおり順序よく、遅滞なくお支払いしております。 

○小川吉永総合支所長 吉永支所の担当分ですけれども、一番下から２番目の中国自然歩道管理

委託料ということで、１５万７，３００円、これは八塔寺ふるさと村の辺りの清掃や、そこから

北にあります林道の加賀美線の清掃とかパトロールの委託料で、国からの委託金が１００％充当

されており、これについても速やかに支払いをしております。 

 大池緑地公園につきましても、速やかに支払いを行っております。 

○奥道委員 １５７ページ、１９節の補助金、負担金補助及び交付金の２番目、吉永だと言われ

たんですが、天文・星空資源の活用による顧客促進協議会負担金２０万円ほど、どういう内容で

すか。 

○小川吉永総合支所長 天文・星空資源の活用による誘致促進協議会負担金についてであります

けれども、八塔寺ふるさと村の北の部分に、望ケ丘天文台というのがあり、そこは大変星空がき

れいな場所であります。そこに、現在、天文王国おかやま誘致促進協議会として、井原市さんと

倉敷市、浅口市、それと備前市の４市で構成をしております。 

 その協議会で活動するための負担金として、２０万円を払っております。 

○奥道委員 この協議会は活発にされているんですか、回数とか。 

○小川吉永総合支所長 サンケイ「シティリビング」という広告紙に掲載をしたり、タウン情報

おかやまに掲載をしたり、ＳＮＳとか星ナビとかということで普及促進に努めております。 

 ４年度は、大阪のインテックス大阪で普及促進を行う予定でしたけれども、コロナの関係で中

止となりました。 

○石原委員 １５２、１５３ページ、商工振興費の中の１９節ですけれども、備前商工会議所補

助金、商工会補助金、こちらはそれぞれいつ交付がなされたのか。 

○坂本産業振興課長 商工会議所補助金、備前東商工会補助金の交付につきましては、内規どお

り、８月に、この令和４年度は交付しております。 

○西上委員 この２つの決算書の資料要求をしたいんですが、お願いできますでしょうか。 

○坂本産業振興課長 補助金の収支決算書でよろしいでしょうか。 

○西上委員 補助金じゃない、全体のというんか、会議所の全体のは出ない。 

○坂本産業振興課長 会議所全体のものは、いただけておりません。基本的には、この運営補助

に関する事業に特化したものとお考えいただけたらと思います。 

○西上委員 ふれあいの館かぜまち指定管理料２１万円ですが、この実績を教えてください。 

 宿泊施設になっているところの利用実績です。 

○竹林日生総合支所長 ちょっとお時間下さい。調べます。 

○石原委員 １５５ページ、負担金補助及び交付金、産業フェスタ補助金１００万円ございます

が、こちらのフェスタはいつ開催をされて、こちらの補助金はいつ交付がなされているか。 

○坂本産業振興課長 こちらの産業フェスタにつきましては、実施時期が令和４年１１月から１
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２月に実施しております。 

 以前のような対面式で行うものではなくて、アプリを活用いたしまして、備前市の産業に関す

るクイズの作成を緑陽高校生と商工会議所会員とでつくりまして、それを皆様にクイズにお答え

いただくという形で、備前市の産業に関するＰＲをしたというものになっております。 

支払いの時期でございますが、３月に交付をさせていただいております。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次は１５８ページ、８款土木費、１項土木管理費から１７１ページ、８款土木費、６項住宅費

までを範囲といたします。 

○尾川委員 １６１ページの負担金補助及び交付金、国道３７４、国道２号、中国横断自動車４

車線化とか、それに関しての活動状況を説明していただきたいんですけど。 

○藤森建設課長 国道３７４につきましては、期成会の会費といたしまして毎年２万円等お支払

いしておりまして、構成員としまして備前市、赤磐市、美作、和気、美咲ということで３市２町

ということで構成されております。 

 令和４年度の実施箇所でございますが、備前市の中は、美作市のほうの巨勢、入田のところの

防災工事、用地買収、用地測量、用地買収ということでお聞きしております。 

 国道２号の進捗状況でございますが、吉井交差点につきましては、令和５年度に着手しまし

て、国道交差点右折レーンの設置に向けて今事業を進めているとお聞きしております。 

 あともう一点、香登西地区の歩道橋整備、歩道整備につきましては、今、香登駅から二ノ樋に

向けて順次工事を進めているというような状況でございます。 

○尾川委員 備前大橋の複線というか、要するに渋滞が、もう今はあそこがネックになっとると

思うて、感じられとると思うんじゃけど、工事に入っとんじゃが、あれはいつ頃完成予定なんで

すか。 

○藤森建設課長 はっきりと完成というのはお聞きできませんでした。 

○尾川委員 結構この辺の地場産業には岡山は備前大橋ばあ、こっちへ来ょうるのがおるから、

やっぱり渋滞緩和せんと、労働力の確保ができんということはいつも自説で言ようんじゃけど

ね。 

 関心持って、瀬戸内市になるんか、岡山市になるんか、岡山市じゃろうと思うけど、２号の活

動としても、やっぱり今はあそこがネックになっとる。伊部東交差点も交差点じゃけど、あそこ

も今ちょっと渋滞して、皆さん方走ったら分かると思うんじゃけど、関心持ってもらいたいと、

その辺について意見があったら言ってもらいたい。 

○藤森建設課長 委員おっしゃるとおり、国道２号の期成会でも問題になっていまして、期成会

を挙げて、国道事務所に要望していきたいということで考えております。 

○尾川委員 それから、道をつけえというて、２号の４車線化とかというような、夢みたいなこ
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とを言うなというて叱られるんじゃけど、いまだに夢を追ようんじゃけど。ただ、今は２号線の

低騒音というか、ちょっと音が少ない舗装、あれは場所は聞いとん、防音壁をせんと舗装はせん

という説明があったことはあるんじゃけど、そう言わずに、国道２５０号の人がようけ住んどる

ところなんかは、できるだけそういうふうに低騒音の舗装に変えていくような、そういう活動も

ぜひ要望してもろうて、よそに負けんだけのことは言うてもらわにゃあ、してくれりゃあへんか

ら、浅川のバイパスを上がるところなんかもわやくそじゃからな、草が生えて。あれは言わんか

らじゃというてわしは言うんじゃけどな、もっと関心持って、みんながやかましゅう言やあする

んじゃというて言うんじゃけど、そんな具合で、やはり市中というか、民家の近くのそういう国

道関係をまず、市道までせえとは言わんのじゃけど、国道関係の舗装をやっぱり着目して、この

期成会でも取り上げてもろうて、ぜひ活動してもらいたいんですけど。 

○藤森建設課長 ２５０号につきましては岡山県が管理されていますので、そちらに要望してま

いりたいと思います。 

○中西委員 国道２号期成会について、備前大橋の西側のところね、今、改良工事をやっておら

れますけど、前から決算委員会の中でお伺いしてきましたけど、そこだけではなくて、今言われ

た香登の歩道のところ、それから低騒音の舗装も伊部から今は大ケ池のところぐらいまで、順

次、やっていっていますよね。 

 それから、何年か前には、片上の一本松のところもしていただいたり、それは、今年度も私

は、大ケ池から西のところはあるものだと思っているんですけども、今年度はそういう、暫時、

順次やっていくというような計画は、国交省は持っていないんですか。 

○藤森建設課長 そこまでの情報を持っておりませんので、また確認させていただいて、また報

告させてもらいます。 

○中西委員 せっかく期成会をつくっているんだから、交差点だけでなくて、低騒音の舗装とか

歩道も含めて、もう少し細かく要望していくべきじゃないかなと思うんですよ。 

○藤森建設課長 そのように検討させていただきます。 

○尾川委員 全体的な話は草刈り作業でね、県の河川とか、私はよう旭川とか吉井川の斜面を見

ると、ロボットを使うて年２回ぐらいやって、その刈った後も処分しょうんですわ。ロボットで

切って、その後、刈った草は皆回収しょうる。それは、備前市なんかも私ら頼んでもなかなかし

てもらえんのやけど、してもろうても、刈りっ放しとかというと、やっぱり土手が傷むと聞いと

んですわ。それは、刈ってもらわんより、刈ってもらうほうがええけど。 

 だけど、やっぱりあの百間川とか旭川とか吉井川の斜面を見たら、どんどん刈って、それで処

分していくという、国じゃからできるんか、市じゃとか県とかはできんのんかというのはあるん

じゃけど、その辺のやっぱり体制づくりというか、要するにロボットを使うというたら、石があ

ったり障害物があったりしたら無理なんで、斜面の傾斜の問題もあったり、その辺も考えなが

ら、やっぱり長い目で、スパンで見てやって、草刈りもできる限り回収してもらうように、地元
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にせえせえ、アダプトもというても、県のアダプトも、市のアダプトも年食うてもうおえんと言

ようるからな、そう言わずに頑張ってやってくれえと言うんじゃけど、そういう状況になっとん

で、ロボットを使ってするようなことも、少し目先を変えて、そういう土手、斜面の草刈りとい

うのも、ぜひやってもらいてえなあと。わしは芝生をやりょうるけどな、維持大変じゃけど、維

持費が。だけど、やっぱり楽になる。 

 そういうことで、わしはいつも百間川の周りや旭川の周りに行ったら、羨ましいなあと思う

た。あんなきれいに、何でそねん違うんじゃろうかと思うて、税金の払い方が悪いんかなと思う

たりしょうんですけど、その辺でどういう方向性として、刈りっ放しじゃなしに、撤去すると

か、それからあるいは省力化するとかということについて、話があったら答弁してもらいたいん

ですけど。 

○藤森建設課長 ロボットを使ったり、いろいろ現場によって対応を考えていきたいと思ってお

ります。 

○奥道委員 １６１ページの１９節の中に道路河川等ボランティア推進事業補助金とあるんです

が、内容を教えてください。 

○藤森建設課長 清掃ボランティアの方の活動団体への補助ということで、現在、令和４年度で

は、６２団体、登録人数が１，７７２人で、活動回数１９９回ということで皆さんに御協力いた

だきながら、清掃等、道路河川等の清掃等に御協力いただいとるという状況でございます。 

○奥道委員 １３節の委託料、道路維持費なんですけど、そこの草刈り作業、それから支障木と

出ているんですけど、これは市内の道路全般と考えたらいいんですか。どこか特定のところをや

ったと考えたらいいんですか。 

○藤森建設課長 この草刈り作業等委託料でございますが、例年お願いしているところがござい

まして、そこの箇所と、急遽、危険なところ等について行っているような状況でございます。 

○奥道委員 １６３ページ、委託料、河川費、これは川だと思うんですけど、ここにもやっぱり

草刈り作業と支障木というように出てくるんですけど、これもどこか特定のところ、それとも例

年やっているところですか、先ほどのように。 

○藤森建設課長 河川費の草刈り委託料でございますが、これも、毎回お願いしているところが

ありまして、そこと、急遽、危険なところ等を行っています。令和４年度は２か所行っていると

いう状況でございます。 

○藪内委員 １５９ページ、１目土木総務費、１５節工事請負費、この事故繰越７，０２１万

４，７００円、説明願いたいんですが。 

○藤森建設課長 こ残土処分場の工事用の道路整備工事でございまして、令和４年、去年です

が、岩盤等が硬く、思うより労力を要したということで、令和５年度に繰越しさせていただいて

おります。 

○藪内委員 不用額が３，２９８万５，３００円と非常に大きいんですが、内容も。 
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○藤森建設課長 この３，２９８万５，３００円は入札残によるものでございます。 

○藪内委員 入札残とのことを書いてあるんですが、非常に大きいんですが、これも残だから仕

方ないんですね。はい、すいません、どうも。 

○岡村農政水産課長 先ほど中西委員から御発言がありました件ですが、水産業費の漁協建設費

の１，５２４万３００円の残でございますが、頭島の防波堤の施工延長、それから穂浪漁港の浮

き桟橋の整備、同じく穂浪漁港のしゅんせつ工事、それから同じく穂浪漁港の漁港内の舗装修繕

工事、こちらが、予定しておりましたが、国の予算がつかなかったことによります執行残という

ような形になっております。 

 また、この事業につきましては、令和５年度中、今年度実施分ということで、計上させていた

だいております。 

○竹林日生総合支所長 先ほどのお問合せの件ですが、令和４年度につきましては２７３名の利

用人数となっております。ちなみに、令和２年度が１８４名、３年度が１７６名となっておりま

す。 

○西上委員 令和３年４月２７日の総務産業委員会の中で、地元地域への譲渡を検討する５１施

設の中に、これは入っているというようなことで、委員会で検討されたと思うんですけれども、

その後、２年が経過しておりますけれども、進んでいっておるのか。 

○竹林日生総合支所長 大多府町内会なんですが、何分高齢化率が高く、島民も減っている状況

で、何度も交渉いたしましたが、受け手が今のところいないという状況でございます。 

○松本委員 １６１ページ、１５節、工事請負費で市道修復工事というのが、令和３年に比べて

この額にしたら２，６００万円ですか。 

 それから、令和５年に１，８００万円ついているんですけど、年によって物すごく上げ下げが

多いなということと、それから私感じるんだけど、市道の補修工事というのは本当にいっぱいあ

ると思うんですよ。 

 いっぱいあるしね、出したら切りがないしね、かというて出してもすぐしてくれんしね、だか

らこれ、繰越明許費がこんだけ、大抵の場合、何百万円というて次々残していくわけでしょう。

どうしてこうなるんかな。来年に残さず、さっと今年はやってくれえと、来年もこんだけやって

くれえと、どうしてそうならんのかなと。 

 ちなみに言いますと、去年だったかね、日生地区には３５０万円しかお金がないんだといっ

て、縛るわけですよ。だから、今年は我慢してくれえ、ほな来年にというて、そんなことの繰り

返しですよ。これは何とかならんかな、思いながらずっと過ごしております。 

○藤森建設課長 市道につきまして、当初予定しておりました工事がございます。ただ、その現

場の状況、いろいろな状況等を鑑みて、できるところから行っているというような状況でござい

ます。 

○松本委員 住民はね、ぜひ直してくれ、直してくれという、何とかならんかという要望なんで
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す。市はこれぐらいならええじゃろうという感覚があって、そこが問題なんですか。これぐらい

ならまあええわ、今年我慢せえ、あまり危のうないし、要は危険度とかそういうことをよく言う

けど、そういう問題なんですか。主たる問題は。判断は。それは誰が判断するんか。 

○藤森建設課長 危険度等、状況等見ながら、建設課で協議しながら進めているような状況でご

ざいます。 

○松本委員 私は、何となく額に縛られているんじゃないかなと。誰が出すんか知らんけど、今

年は３５０万円の予算だけしかありませんとか、だからそれに見合って、何か現場の人が考えて

いるんじゃないんかなと思う嫌いがあるんですけど。３５０万円は少ないですよ、１，０００万

円でも出してくださいというて、一般質問したことあるんですけどね。状況に応じて判断します

という答弁しか返ってこんですけど。やっぱりそういうことが続きますかね。 

○藤森建設課長 建設としましても、できるだけ効率よく、また的確に行いたいということで、

日々、職員、検討していますので、その辺は御容赦いただきたいと思います。 

○中西委員 土木費、道路管理費と、道路橋梁費、道路維持費、河川費、港湾費、都市計画費、

どこを取ってみても、繰越明許がたくさん出てくるんですけど、これはどうしてですかね。予算

の上げ方が問題なんですかね。 

 この４年度の予算を繰越明許で５年度で使う、つまり４年度でやる事業を２年間に延ばしてい

るわけですよね。 

 それはやっぱり私は備前市の行政の大きな遅滞だと思うんですけど、このことについてどのよ

うにお考えになっておられますでしょうか。 

○河井都市整備部長 私は、繰越しが多いのはいいとは思っておりません。ですから、やはり年

度中にできることはしっかりとやらせていただいて、処理していくというのがベストだろうと考

えております。 

 ただ、やむを得ずどうしても調整ができず繰越しになる案件もあろうかと思いますので、そう

いったものは、しっかり６月のときに繰越しの報告をさせていただいて、翌年度で整備を行うと

いうことをしていきたいと思っております。 

 ですから、現在も私どもは、令和４年度から繰越しになっている事業を基本的には最優先で取

り組んでいるというのと併せまして、先ほど松本委員なんかもおっしゃられていましたが、小さ

な修繕というものも、先ほど補正予算を取らせていただきまして追加いただきましたけれども、

そういったものも数多く担当してやっている状況でございます。 

 ですから、やりたいことはいっぱいあるわけなんですけども、なかなかそこまで全てが順調に

粛々と進んでいっていない現状はございます。 

 ただ、それを打破するために今、私ども頑張っているところでございますので御理解をお願い

できたらと思います。 

○中西委員 なぜ繰越明許がこんなに多くなるのか。当初の予算の上げ方が問題なのか、あるい
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は予算を決めて、それから工事の段取りをする段階で何かほかの因子が働くのか。 

 これが目立つのはどこかと言えば、この土木と、それから教育費、未執行と繰越明許の繰り返

しなんですね。これをやっていると、私は、市民の皆さんから、あそこをやってくれ、ここをや

ってくれといろいろ要望がありながら、４年度の事業を５年度に、３年度の事業を４年度、いつ

までたっても備前市の発展というのはないと思うんですよ。そこらあたりはどうお考えになっと

られるんでしょうか。 

○河井都市整備部長 委員の御指摘のとおりで、私もこの４月から、土木のほうをお預かりし

て、この繰越しは多いなという感じは受けております。 

 ですから、その前までは上下水を預かっておりましたので、今も上下水を預かっておりますけ

ども、極力繰越事業は少なく抑えると。できることは年度内にやっていこうというスタンスで動

いておりますので、私が預からせていただいて、今年度である程度目鼻をつけていきたいとは思

っておりますので、若干この多いというものは今年度で幾らか私のほうでも整理はしていきたい

という思いでございます。 

○中西委員 なぜこの繰越しになるのかということの理由については御答弁されないわけです。 

 ただ、繰越しが多いということだけは、私の認識は一致をしておりますんで、私はこんな決算

書を見させていただくのは初めてです。こんな未執行とか繰越明許が多いというのも、一定のセ

クションに固まってそこだけがあるというのは、決算書を見て、見せていただいて今までで初め

てのところです。そのことを指摘しておきたいと思います。 

○藪内委員 １６３ページ、３目道路新設改良費、１５節工事請負費、繰越明許２億３，１７８

万２，０００円、不用額７，８４７万１００円について御説明願いたいんですが。 

○藤森建設課長 当初予定しておりました工事が、いろんな諸般の事情で繰り越さざるを得なく

なったということで、繰越しが発生したということでございます。 

 現年分につきましては、当然工事を８件、繰越明許が２件、１０件等を行ってはおりますが、

なかなか進まないものもございまして、繰り越さざるを得なかったということでございます。 

具体的には、山田原蕃山線拡幅は用地等の問題がありまして繰越ししているというようなこ

とがございますし、吉野川も諸般の用地の所有者と、あと工事の方法等及び見直し等いろいろ行

っている状況でございまして、それぞれの道路につきまして、できるところから実施していると

いうような状況でございます。 

 そういう状況で繰越額が増えてしまっております。今年度、なるべく実施できるように、鋭意

努力しているような状況でございます。 

○内田委員 １７１ページの６項住宅費、若年者家賃補助金、何人の方にお渡ししとんですか

ね。 

○岡村土地住宅政策課長 若年者家賃補助事業で、件数で言いますと４９件になります。 

○内田委員 地区別に分かりますかね。 
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○岡村土地住宅政策課長 今、地区別は確認できません。 

○内田委員 また後日、教えてください。 

 その下の若年者新築云々も、件数が分かりましたら教えてください。 

○岡村土地住宅政策課長 若年者新築住宅補助事業としまして、件数が３５件になります。 

○内田委員 それも併せて地区別で、また後日で結構ですので教えてください。 

○森本委員長 休憩に入ります。 

              午後３時４８分 休憩 

              午後４時０４分 再開 

○森本委員長 委員会を再開いたします。 

 １７１ページまでで質疑のある方。 

○中西委員 １６８ページ、住宅費、住宅管理費、委託料、作業が終わった後、速やかにお金は

支払いがされていると思ってよろしいでしょうか。 

○岡村土地住宅政策課長 支払いを行っております。 

○中西委員 ２回、３回督促が来て払うというようなことはないですね。 

○岡村土地住宅政策課長 施設の解体撤去なんですけども、それが完了して検査の後に支払いを

行っておりますので、問題ございません。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次の範囲は２０６ページです。 

 １１款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費から、最後２０７ページ、１３款諸支出金、

２項基金費、１目積立金までを範囲といたします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければ、全体を通して質疑漏れ等はございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないということでしたので、以上で議案第８５号令和４年度備前市一般会計歳入歳出決算の認

定についてのうち産業関係の全ての審査を終了いたします。 

 執行部の皆さんは、ありがとうございました。御退席いただいて結構です。ありがとうござい

ました。 

 議員の皆様は、これより採決のほうに入りたいと思いますのでお願いいたします。 

 それでは、これより議案第８５号を採決いたします。 

 本案は認定することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

 異議あり、異議ありということですので、挙手をもって採決をいたしたいと思います。 

 議案第８５号について、認定することに賛成の方は挙手をお願い申し上げます。挙げといてく
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ださい。 

              〔賛成者挙手〕 

 はい、挙手多数でございます。よって、議案第８５号は認定されました。 

 反対の方がいらっしゃいましたので、少数意見の留保を中西委員、発言を許可いたします。 

○中西委員 １点目は、飲んでもいない苫田ダムの水に対しての支出は認められませんと。 

 審査の中でも明らかになりましたように、多くの未執行、繰越明許は行政の遅滞を招いている

ことから反対いたします。 

○森本委員長 ただいまの御意見に賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

 所定の賛成者がありましたので、少数意見は留保されました。少数意見報告書を作成の上、後

刻、委員長まで提出を願います。 

 それでは、これよりは委員長報告の内容について御協議いただきたいと思います。 

 皆様のお手元に、休憩中にお配りをいたしております。 

 本日までに、委員長報告について盛り込んでいただきたいという尾川委員、青山委員、立川委

員、西上委員より、いただいております。 

 尾川委員からは、昨日説明をいただきましたので、青山委員から説明をお願いいたします。 

○青山委員 その提案の仕方について、もう少し慎重な提案をしていただきたい。長期、短期計

画というものをしっかりと立てて、そして提案をしていただく、そしてそれの十分な議論あるい

は市民への意見聴取をしっかり行って、予算が可決した後はそこを確実にというふうに書いてい

るんですけど、適正にがいいのかもしれませんけど、執行していただきたい、されたいというこ

とです。 

○立川委員 全体総じてということで、思いを書かせていただきました。 

 令和４年度決算審査を通して、予算づけした事業の見直しや計画変更等による不用額の発生事

業が大変気になります。今後の予算編成に当たっては、事業計画を十分に吟味し、必要額を的確

に算出した上での予算計上を望みます。ということで付け加えていただけたらと思います。 

○西上委員 １番目は、尾川委員と一緒ですが、２番目、不用額について努力による執行残は望

ましいが、今後も適正な予算執行に努められたいと、こういうふうに私は思っております。 

 それはといいますと、我々が認めた予算ではありますけれども、職員が努力されて執行残をつ

くってくれたということで、やっぱり全部使ったほうがいいと解釈されるよりは、このほうがい

いと。 

 それから、先ほどの決算委員会の中でも、尾川委員は、大事に使ったというような言葉を使っ

ていただけましたので、こういうマイルドな言い方のほうが私はいいんじゃないかなと思いまし

た。 

 ３番目、４番目は同じです。 
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 ５番目は、この敬老事業補助金というところを削除していただきたい。といいますのも、これ

は高齢者の長寿を祝う目的で、多年にわたって社会に貢献した方々でございますので、やはり敬

老事業は存続して、このままでいいと私は思います。高齢者を敬愛するということでいいと思い

ます。 

 ６番目、７番目のことなんですけれども、６番目、７番目は、言わば決算に直接は関係ないの

かなと思いまして削除していただきたいと思っております。 

○森本委員長 皆さん、御発言ありがとうございました。 

 諮り方なんですけれども、今からまたこれを皆さんで一つ一つ討論をしていこうと思うたら、

時間がかかりますので、追加してほしいという青山委員と立川委員の御意見がありますので、そ

の２つを追加するか、しないかということを先に諮らせていただいて、それを諮った上で、西上

委員は尾川委員の案に関して文言を書き換えるのと削除ということになっておりますので、それ

について次に諮っていきたいと、事務局と相談して決めたんですけど、それでよろしいでしょう

か。 

○石原委員 予算編成から執行のところで、それぞれ立川委員、青山委員、西上委員からです

か、おおむね尾川委員の案の２番のところについて、青山委員も立川委員も、西上委員は表現の

ところにありましたけれども、この立川委員のところで、２番の案のところを立川委員のような

表現でいかがかなと、置き換えですけれども、これでもって、先ほど来もございましたけれど

も、ほとんど予算編成の段階で、執行前の予算編成のところから、より精査をされ、事業計画を

しっかり立てられ、真に必要なところを予算案として提案していただくところも盛り込まれてい

ますんで、それはいかがかなという思いで捉えたんですけれども。 

○森本委員長 石原委員から御提案があったので、立川委員と青山委員と尾川委員、同じ２番に

なるので。 

○尾川委員 この意味は、不用額については、議会としては認めとるわけじゃ、もう、予算認め

とるわけじゃ、使い方の問題じゃと。それを計画がどうのこうのということを触れることは議会

軽視になるわけ。自分らの決めたことは、と思うとる、わしは。じゃから、不用額についてもう

少し吟味、それももうちょっと分析せえというのがあるん、わしは。 

 例えば不用率が出て、どんな傾向になっとるとか、聞かにゃあ分からんな。そういうことを言

いてえわけじゃ。じゃから、一概にペケとも言い切れんのんじゃと思う。肩持つんじゃねえ、わ

しは。一応、とにかく要するに予算を認めとるわけじゃ。ただ、執行のそれが不用額の原因がど

うなってなっとるかということをやっぱりそこは今、意見が出てきたけど、遡って計画が無理じ

ゃったんじゃねえかと言うけど、そこまでは触れんほうがええんじゃねえかなということです

わ。 

 もう一つは、それから西上委員言よった敬老事業の補助金というのも、目的は要するに若い人

と年寄りが交流してそういうことをやっていく、じゃから決してわしは、のうせえと言ようんじ
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ゃねえ。下手したら金額を増やしてもええと思うし、ただそういう機会をいろんなことへ、昔の

戦時中の話をしたら嫌う者がおろうけど、向こう三軒両隣みたいな形のものをせんと、防災にも

役立たんということで、まちづくり会議をどうやっていくか、それから資源ごみの回収も、ほか

に、じゃから通ったかという、ほかにそういうコミュニティーの狙いと言うたらあれじゃけど、

暗にそういう方向になってほしいなというものはあるかもしれんのや。それは全部上げてねえ、

わしは気がついただけ、決して、そやから今言うふれあい敬老事業を否定しょうるわけじゃな

い。だから、もっとうまいことを活用できんかなという問題提起なんですけど。それで、あとそ

れはもう任せますけえ。 

○森本委員長 事務局とも相談したんですけれども、２番目については４つの御意見があります

ので、もうそれぞれ多数決で諮らせていただきたいなと思うんですけど、よろしいですか。 

 いや、もし、あの４人の方が出されているので、４人で相談するというたら相談されても結構

なんですけれど、そうこうしよったら、まとまるならよろしいんですけど。 

○尾川委員 時間はあらあのう。１１月議会までええんじゃろう。 

○森本委員長 そうですけど。 

○尾川委員 ほんなら、まだ時間あろうが。やるんならで。もう今日決するなら出しゃあええけ

ど、時間的にどんなんかなという、要するにあれはオーケーしとるんじゃから。 

○森本委員長 まあそうじゃ。 

 長う時間かけえと言うんじゃねえで。今日やらないでもええんじゃねえんかということ。 

○森本委員長 皆さん、もう一度また来ていただくことになります。それでよろしいですか。 

○青山委員 先ほど尾川委員のほうから、計画とか、そういうことには触れると自分らが決めた

んで、議会軽視、自分たちでやっているんじゃないんかという御意見だったんですけど、これは

令和４年度の決算を踏まえて、次にこうしてほしいというふうな意味合いの分ですよね。 

○尾川委員 ちょっと不用額をきちっと、頑張り過ぎとんじゃねえかということ。 

今ようけえ盛りだくさんになって、現場も動かん、仕事できんという状況になっとんじゃね

えか。そこはようみんな分かってなかろうと。 

○森本委員長 別の日にさせてください。また、来ていただくことになりますから。 

 ただし、基本はこれを中心にやっていきますから、もし出された方で内々にお話ができるので

あれば、個人的にやり取りをしていただいて、ぎりぎりまでにまとめていただければ助かります

けれども、後日しますから、皆さん、それでお願いします。 

 もう基本はこれですから、後でこれを追加してくれとかはなしにしてください。これが基本で

行きます。 

 来ていただく日にちは、また事務局と検討してお知らせいたしますので、御協力のほどよろし

くお願い申し上げます。 

 閉会前に委員長として一言申し上げます。 



- 50 - 

 ８月定例会で付託されました議案第８５号令和４年度備前市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いては、計４日間にわたり慎重なる御審査をいただき、全ての審査を終了することができまし

た。この間、委員、執行部の御協力により、終始円滑に委員会が運営されましたことに対し、心

から感謝申し上げます。 

 最後に、執行部に対し、このたびの決算審査に当たり、委員各位から出された意見、指摘事項

等を十分に御理解いただき、今後の財政運営に当たられますようお願い申し上げます。 

 また、委員各位におかれましては、今後の財政運営にこの決算審査での内容がいかに反映され

ていくかを見守っていただきたいと思います。 

 それでは、これをもちまして予算決算審査委員会を閉会いたします。 

 皆様、長期間にわたり大変ありがとうございました。 

              午後４時２２分 閉会 


